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第
四
項 

「
相
談
書
」
の
運
用
実
態

第
四
節 

結
び
に
か
え
て

第
一
節 

序

一　

江
戸
幕
府
の
評
定
所
、
奉
行
所
の
判
例
集
や
裁
判
関
係
史
料
あ
る
い
は
下
役
人
ら
が
作
成
し
た
各
種
記
録
、
手
控
、
さ
ら
に
は

各
種
行
政
関
連
文
書
等
の
な
か
に
、「
相
談
書
」
と
銘
打
っ
た
文
書
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
各
種
の
記
録
、
文
書
等
に
見
ら
れ
る

「
相
談
書
」
と
は
、
江
戸
幕
府
の
三
奉
行
（
寺
社
奉
行
、
町
奉
行
、
勘
定
奉
行
）
が
同
役
の
奉
行）（
（

、
同
役
以
外
の
三
奉
行
、
あ
る
い
は
評
定

所
一
座
（
そ
の
構
成
員
は
上
記
の
三
奉
行
）
に
対
し
、
特
定
の
事
柄
に
つ
い
て
「
相
談
」
す
る
書
面
の
こ
と
で
あ
る
。「
相
談
書
」
は
書
面

の
冒
頭
に
「
相
談
書
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
下
方
に
「
相
談
」
を
求
め
る
奉
行
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
末
尾
が
「
及
御
相
談
候
」

と
い
う
文
言
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
「
相
談
書
」
や
「
相
談
書
」
に
よ
る
「
相
談
」
は
、
江
戸
幕
府

の
裁
判
制
度
運
用
の
特
徴
を
理
解
す
る
う
え
で
大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

二　
「
相
談
書
」
や
「
相
談
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
触
れ
て
い
る
。
中
田
薫
氏
は
江
戸
幕
府
の
裁
判
手
続
に
お
け

る
出
入
物
（
目
安
掛
り
）
の
手
続
に
つ
い
て
述
べ
た
叙
述
の
な
か
で
、
出
入
物
の
裁
判
に
お
い
て
、
訴
状
の
受
理
不
受
理
に
疑
義
が
生
じ

た
場
合
に
お
け
る
江
戸
の
三
奉
行
同
役
間
で
の
「
相
談
」
と
「
取
計
」、
評
定
所
一
座
で
の
「
相
談
」
と
「
取
極
」
さ
ら
に
は
、
違
式
証

文
の
取
扱
い
に
関
す
る
評
定
所
一
座
の
「
相
談
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る）（
（

。
小
早
川
欣
吾
氏
は
、
水
主
雇
前
金
の
出
訴
期
間
に
関
す
る

勘
定
奉
行
の
「
相
談
書
」
や
評
定
所
一
座
の
「
相
談
」、
さ
ら
に
は
、「
金
銀
出
入
之
内
本
公
事
差
別
」
や
株
仲
間
廃
止
に
伴
う
髪
結
床
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な
ら
び
に
廻
り
場
所
出
入
の
取
扱
い
方
に
関
す
る
江
戸
町
奉
行
の
「
相
談
書
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る）（
（

。
平
松
義
郎
氏
は
奉
行
同
役
間

の
「
相
談
書
」
に
つ
い
て
触
れ）（
（

、
寺
社
奉
行
所
で
の
「
相
談
書
」
の
廻
付
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る）（
（

。
ま
た
、
評
定
所
の
民
事
判
例
集

『
裁
許
留
』
に
は
、
事
件
の
処
理
に
つ
い
て
他
奉
行
に
照
会
し
た
「
相
談
書
」
等
の
記
録
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）（
（

。
石

井
良
助
氏
は
「
相
談
」
を
、
評
定
所
一
座
の
各
員
よ
り
評
定
所
ま
た
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
意
向
を
問
う
こ
と
と
述
べ
て
い
る）（
（

。
ま
た
、

町
奉
行
内
寄
合
に
お
け
る
「
相
談
書
」
の
交
換
に
よ
る
事
務
処
理
の
統
一
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る）（
（

。
藤
井
譲
治
氏
は
、
同
一
権
限
を
持

つ
複
数
の
役
職
者
た
ち
が
政
策
や
裁
判
を
執
行
す
る
際
の
「
相
談
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る）（
（

。
杉
本
史
子
氏
は
裁
判
過
程
で
作
成
さ
れ

諸
書
類
の
一
つ
と
し
て
、「
評
定
所
内
部
で
の
奉
行
間
の
相
談
書
」
を
指
摘
し
、
地
改
裁
許
に
関
す
る
評
定
所
評
議
の
場
で
の
「
相
談

書
」
の
読
み
上
げ
と
読
み
上
げ
の
廃
止
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
相
談
書
」
の
保
存
、
記
録
に
関
す
る
評
定
所
評
議
に
つ
い
て

も
触
れ
て
い
る）（1
（

。
神
保
文
夫
氏
は
、
評
定
所
留
役
が
評
定
所
で
の
地
所
論
の
審
理
中
、「
相
談
書
」
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
場
合
も

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）（（
（

。
坂
本
忠
久
氏
は
、
評
定
所
一
座
の
評
議
や
申
合
の
前
提
と
し
て
の
「
相
談
（
書
）」
に
つ
い
て
述
べ
、

「『
相
談
書
』
が
行
政
・
司
法
上
の
政
策
決
定
過
程
に
お
い
て
公
的
な
機
能
も
併
せ
持
っ
て
い
た
」
と
指
摘
さ
れ
た）（1
（

。
こ
の
ほ
か
論
考
の

な
か
で
個
別
の
「
相
談
書
」
を
利
用
す
る
と
い
う
研
究
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る）（1
（

。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
相
談
書
」
に
つ
い
て
の
重
要
な
一
側
面
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
裁
判
に
お
け
る
「
相
談
書
」
や
「
相
談
」

の
果
し
た
役
割
・
意
味
を
理
解
す
る
う
え
で
踏
ま
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
相
談
書
」
や
「
相
談
」
を
ま

と
ま
っ
た
形
で
論
じ
た
研
究
は
見
ら
れ
ず
、
江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
の
な
か
で
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
の
か
、
そ
の
全

体
像
は
い
ま
だ
十
分
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

三　

江
戸
時
代
の
裁
判
制
度
の
も
と
で
、
裁
判
官
た
る
奉
行
た
ち
は
、
具
体
的
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
の
な
か
で
、
あ
る
い
は
具
体
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的
事
件
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
今
後
起
こ
る
で
あ
ろ
う
事
件
を
想
定
し
て
、
今
後
の
裁
判
の
基
準
と
な
る
も
の
を
作
り
出
し
て
い
た
。
そ

の
際
大
き
な
役
割
を
果
し
た
の
が
「
相
談
書
」
で
あ
り
、
奉
行
た
ち
は
「
相
談
書
」
を
用
い
て
、
今
後
の
裁
判
に
適
用
さ
れ
る
新
し
い

基
準
を
作
り
出
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た）（1
（

。

「
相
談
書
」
は
こ
の
ほ
か
に
、
個
々
の
事
件
の
判
決
決
定
・
申
渡
し
と
い
う
点
で
も
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
江
戸
幕
府
の
裁
判
に
お

け
る
判
決
決
定
・
申
渡
し
過
程
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
口
書
（
供
述
調
書
）
の
作
成
・
確
認
、
評
定
所
留
役
等
の
下
役
人
に
よ
る
判
決
原

案
の
作
成
、
評
定
所
や
内
寄
合
で
の
評
議
、
老
中
へ
の
伺
い
と
指
令
（
指
図
）、
裁
許
申
渡
し
、
請
証
文
等
の
証
文
提
出
、
裏
判
消
し
と

い
っ
た
と
こ
ろ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
判
決
書
原
案
と
で
も
い
う
べ
き
「
相
談
書
」
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
裁
判
に
お
け
る
判
決
決
定
・
申
渡
し
の
過
程
は
い
ま
ひ
と
つ
明
ら
か
に
な
ら
ず
、
裁
判
過
程
の
全
体
像
に
つ
い
て
見

え
づ
ら
い
部
分
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
本
稿
で
は
裁
判
過
程
に
お
け
る
「
相
談
書
」
の
利
用
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

判
決
決
定
・
申
渡
し
に
さ
い
し
裁
判
官
（
奉
行
）
た
ち
の
「
相
談
書
」、「
相
談
」
の
果
し
た
役
割
や
そ
れ
が
持
っ
た
意
味
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
日
本
に
お
け
る
裁
判
制
度
運
用
の
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

第
二
節 

評
定
所
の
裁
判
と
「
相
談
書
」

第
一
項 

評
定
所
公
事
と
「
相
談
書
」

一　

平
松
義
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
評
定
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
裁
判
に
は
、
イ
評
定
所
一
座
に
よ
る
他
領
他
支
配
関
連
出
入
物
の
裁
判
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で
あ
る
「
評
定
所
公
事
」、
ロ
評
定
所
一
座
に
よ
る
吟
味
物
の
裁
判
で
あ
る
「
一
座
詮
議
物
」、
ハ
評
定
所
一
座
に
よ
ら
ざ
る
吟
味
物
の

裁
判
と
し
て
の
「
五
手
掛
」、「
三
手
掛
」
が
あ
っ
た
。
氏
は
こ
の
ほ
か
に
、「
老
中
の
諮
問
機
関
と
し
て
老
中
の
下
問
に
応
じ
て
な
す
評

議
」
を
イ
ロ
と
同
様
、「
評
定
所
一
座
に
よ
る
行
為
」
と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
「
裁
判
機
関
と
し
て
な
す
行
為
」
に
は
分
類
せ

ず
、「
諮
問
機
関
と
し
て
な
す
行
為
」
に
分
類
し
て
い
る）（1
（

。
た
し
か
に
、
そ
の
な
か
に
は
裁
判
に
か
か
わ
り
の
な
い
事
項
も
見
ら
れ
る

が）（1
（

、
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
法
律
審
と
し
て
の
裁
判
機
関
に
よ
る
裁
判
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
評
定
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
裁
判
と
理
解
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
評
定
所
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
が
、
本
節
で
は
最
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
評
定
所
公
事
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

二　

評
定
所
一
座
に
よ
る
評
定
所
公
事
は
、
担
当
奉
行
が
主
任
と
な
っ
て
裁
判
が
行
わ
れ
る
が
、「
評
定
所
で
一
座
の
奉
行
列
座
の
中

で
行
わ
れ
る
の
は
、
冒
頭
初
回
の
吟
味
と
、
最
終
回
の
判
決
告
知
だ
け
で
あ
」
っ
た）（1
（

。
実
際
の
吟
味
は
担
当
奉
行
所
に
お
い
て
評
定
所

留
役
等
の
下
役
人
が
担
当
し
た）（1
（

。
一
座
の
奉
行
た
ち
は
実
際
の
吟
味
に
は
ほ
と
ん
ど
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
幕

府
の
裁
判
を
実
際
に
担
当
し
た
の
は
、
奉
行
で
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
り）（1
（

、「
実
際
の
裁
判
官
」
は
評
定
所
留
役
、
吟
味
物
調
役
、
与

力
等
の
下
役
人
た
ち
で
あ
っ
た）11
（

。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
評
定
所
一
座
は
当
該
事
件
に
つ
い
て
の
判
決
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
が
「
相
談
書
」
で
あ
っ
た
。

「
相
談
書
」
は
、
当
事
者
の
主
張
や
証
拠
の
吟
味
に
も
と
づ
き
導
き
出
さ
れ
た
双
方
の
主
張
の
当
否
と
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
担
当
奉
行

の
判
断
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
風
に
言
え
ば
判
決
書
の
原
案
と
で
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
担
当
奉
行
は
「
相
談
書
」
を
用
い

て
他
の
評
定
所
一
座
の
奉
行
た
ち
と
判
決
に
つ
い
て
「
相
談
」
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
合
意
が
得
ら
れ
た
な
ら
ば
、
当
該
「
相
談
書
」
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は
判
決
書
原
案
か
ら
判
決
書
と
な
り
、
そ
の
結
論
部
分
を
評
定
所
一
座
列
席
の
も
と
、
判
決
と
し
て
当
事
者
に
申
渡
す
。
こ
の
「
申
渡
」

（
裁
許
申
渡
）
は
口
頭
で
行
わ
れ
る）1（
（

。
訴
訟
当
事
者
は
そ
の
「
申
渡
」
を
受
け
た
の
ち
、
た
だ
ち
に
吟
味
を
担
当
し
た
下
役
人
よ
り
裁
許

証
文
を
読
み
聞
か
さ
れ
て
、
そ
れ
に
押
印
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
る）11
（

。
寛
政
（
一
八
世
紀
末
頃
）
以
降
、
最
も
一
般
的
な
裁
許
証
文
と
な

る
裁
許
請
証
文）11
（

に
つ
い
て
い
え
ば
、
裁
許
請
証
文
は
吟
味
を
担
当
し
た
下
役
人
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
た）11
（

。
裁
許
請
証

文
と
は
、
読
み
聞
か
さ
れ
た
判
決
の
内
容
に
一
定
の
文
章
を
加
え
た
文
面
に
、
判
決
に
違
背
せ
ぬ
旨
を
記
し
た
当
事
者
の
証
文
で
あ
り
、

原
本
は
担
当
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
、
当
事
者
は
そ
の
写
し
を
所
持
す
る
こ
と
に
な
る）11
（

。
当
事
者
お
よ
び
当
事
者
の
関
係
者
は
、
こ
の
裁

許
請
証
文
を
通
し
て
判
決
の
内
容
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

三　
「
相
談
書
」、「
申
渡
」、「
裁
許
請
証
文
」
と
い
う
判
決
に
か
か
わ
る
三
文
書
が
、
同
一
事
件
に
つ
い
て
原
文
書
の
形
を
保
っ
た
ま

ま
全
文
揃
っ
て
見
つ
か
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。『
祠
部
職
掌
類
聚　

評
定
所
公
事
伺
無
之
裁
許
之
部
』
の
中
に
そ
れ

ら
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
以
下
に
そ
れ
を
紹
介
す
る
。

〔
史
料
１
〕

「
寛
政
七
卯
年
七
月
廿
五
日
裁
許

御
相
談
書

（
改
頁
）	

松
平
阿
波
守
領
分

　

淡
路
国
津
名
郡

訴
訟
方　
　

机　
　

浦



江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
と
「
相
談
書
」（
一
）（
大
平
）

七

一
漁
場
出
入	

松
平
左
兵
衛
佐
領
分

　

播
磨
国
明
石
郡

相
手
方　

前　
　

浜

新　
　

浜

右
出
入
致
吟
味
候
処
、
机
浦
進
退
之
漁
場
字
ふ
か
り
江
相
手
両
浜
之
も
の
共
、
境
を
越
入
込
釣
漁
い
た
し
、
難
心
得
旨
訴
訟
方

申
之
、
相
手
方
ニ
て
は
、
机
浦
ニ
て
ふ
か
り
と
申
立
候
場
所
を
字
ふ
け
の
こ
と
唱
、
両
浜
重
之
稼
場
所
ニ
て
、
都
て
漁
場
境
ハ

無
之
旨
申
争
、（
以
下
、
長
文
に
つ
き
中
略
）
…
…
新
規
之
網
量
相
止
候
様
い
た
し
度
段
申
争
候
得
共
、
相（

Ａ
）手

両
浜
之
も
の
共
儀
、

諸
御
用
之
浦
役
船
他
領
迄
相
勤
候
迚
、
何
方
之
沖
江
も
入
込
候
由
ハ
自
己
極
ニ
て
難
取
用
、
既
近
浦
同
領
林
村
ニ
て
も
漁
業
渡

世
ニ
い
た
し
、
浦
役
相
勤
候
得
共
、
宝
暦
年
中
二
見
村
と
出
入
之
節
、
西
手
は
、
加
古
、
明
石
両
郡
境
よ
り
淡
州
江
井
浦
見
通

し
、
南
之
方
ハ
、
淡
州
松
尾
之
鼻
と
摂
州
一
之
谷
山
裾
と
喰
合
を
目
当
ニ
い
た
し
、
夫
よ
り
真
直
ニ
西
江
見
通
し
、
南
手
は
、
淡

州
路
、
北
手
は
、
明
石
領
分
と
心
得
、
右
構
一
円
林
村
漁
場
之
旨
、
大
坂
町
奉
行
所
江
申
立
候
段
、
其
節
之
裁
許
証
文
糺
之
上
、

無
相
違
、
其
後
東
二
見
村
よ
り
申
立
候
筋
有
之
、
猶
又
糺
之
上
、
鹿
之
瀨
南
縁
よ
り
沖
手
は
入
会
之
積
り
、
安
永
年
中
裁
許
有

之
候
得
共
、
い
つ
れ
ニ
も
林
村
ニ
て
は
、
沖
手
ニ
境
有
之
趣
之
申
立
ニ
て
、
其
上
元
禄
年
中
岩
屋
浦
と
為
取
替
候
証
文
ニ
も
、
両

浜
進
退
之
漁
場
と
兼
て
極
り
候
所
も
有
之
趣
之
文
面
も
相
見
、
殊
ニ
机
浦
ニ
は
沖
手
持
場
境
有
之
段
、
場
所
ニ
引
合
候
書
面
も

有
之
上
は
、
旁
海
上
漁
場
境
無
之
、
勝
手
ニ
入
込
度
由
之
両
浜
申
分
無
立
、
訴
訟
方
ニ
も
、
松
尾
出
よ
り
西
之
方
之
見
通
し
申

立
通
ニ
て
は
、
瀬
戸
之
方
喰
合
之
見
通
し
筋
ニ
振
候
上
ハ
、
小
豆
嶋
北
手
を
見
通
し
境
之
由
は
難
取
用
旨
吟
味
詰
候
処
、
双
方

と
も
可
申
立
様
無
之
由
申
之
候
、

本
文
大
坂
町
奉
行
所
安
永
年
中
之
裁
許
ニ
、
鹿
之
瀨
南
縁
よ
り
南
は
、
東
ニ
見
村
も
入
会
可
申
旨
有
之
…
…
今
般
之
出
入
、
先



立
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（
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八

裁
許
ニ
は
不
拘
段
相
分
候
故
、
最
早
右
両
村
ハ
呼
出
不
申
候
、

右
出
入
吟
味
い
た
し
候
趣
、
書
面
之
通
ニ
御
座
候
、
机（

Ｂ
）浦

よ
り
沖
手
江
乗
出
し
、
東
之
方
、
淡
州
松
尾
鼻
と
摂
州
一
之
谷
山
裾

之
左
右
ニ
相
見
喰
合
を
目
当
ニ
、
瀬
戸
中
央
を
見
通
し
、
西
は
、
讃
州
小
豆
嶋
と
裾
山
之
間
を
見
通
し
、
右
東
西
之
見
渡
し
を

沖
手
之
境
ニ
極
、
東
之
方
ハ
、
暮
浦
大
石
よ
り
明
石
古
波
戸
を
見
通
し
、
西
之
方
ハ
、
斗
之
内
浦
境
西
川
よ
り
播
州
曽
根
を
見

通
し
、
右
境
之
内
を
机
浦
持
場
と
心
得
、
互
ニ
境
を
越
漁
業
ニ
ハ
立
入
間
敷
、
旦
両
浜
と
讃
州
岩
屋
浦
と
は
元
禄
年
中
為
取
替

証
文
も
有
之
儀
故
、
机
浦
持
場
外
之
義
ハ
、
右
見
通
し
境
を
越
両
浜
よ
り
立
入
候
と
も
、
机
浦
ニ
て
不
差
障
、
尤
、
右
は
国
境

ニ
は
無
之
、
全
魚
漁
稼
場
之
境
ニ
付
、
其
旨
双
方
共
心
得
違
不
致
、
船
役
等
ハ
仕
来
之
通
双
方
と
も
可
相
勤
旨
、
裁
許
可
致
候

哉
、
及
御
相
談
候
、

卯
七
月）11
（

」

〔
史
料
２
〕

「　
　
　
　
　

申
渡

松
平
阿
波
守
領
分

　

淡
州
津
名
郡
机
浦

　
　

庄
屋

訴
訟
方　
　

記 

兵 

衛

次
五
人
組

右
衛
門

在
漁
師
惣
代 

兵 

衛

清 

兵 

衛



江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
と
「
相
談
書
」（
一
）（
大
平
）

九

平
左
衛
門

一
漁
場
出
入	

松
平
左
兵
衛
佐
領
分

　

播
州
明
石
郡

　
　

前
浜

　
　
　

庄
屋

相
手
方　

弥
次
右
衛
門

長
組
頭

 

兵 

衛

新
浜

　

庄
屋

勘 

兵 

衛

久
組
頭

 

兵 

衛

長
同

左
衛
門

其
方
共
出
入
遂
吟
味
処
、
海
上
漁
場
境
無
之
、
勝
手
ニ
入
込
度
由
之
相
手
方
申
分
、
難
相
立
、
依
之
、
机（

Ｃ
）浦

よ
り
沖
手
江
乗
出

し
、
東
之
方
、
淡
州
松
尾
鼻
と
播
州
一
之
谷
山
裾
と
左
右
ニ
相
見
へ
、
喰
合
を
目
当
ニ
瀬
戸
中
央
を
見
通
し
、
西
ハ
、
讃
州
小

豆
嶋
と
鋸
山
之
間
を
見
通
し
、
右
東
西
之
見
渡
し
を
沖
手
之
境
ニ
極
、
東
之
方
ハ
、
暮
浦
大
石
よ
り
明
石
古
波
戸
を
見
通
し
、
西

之
方
ハ
、
斗
之
内
浦
境
西
川
よ
り
播
州
曽
根
を
見
通
し
、
右
境
之
内
を
机
浦
持
場
と
心
得
、
互
ニ
境
を
越
漁
業
ニ
ハ
立
入
ぬ
や

う
致
す
べ
し
、
且
両
浜
と
淡
州
岩
屋
浦
と
ハ
、
元
禄
年
中
為
取
替
ル
証
文
も
有
之
儀
故
、
机
浦
持
場
外
之
儀
ハ
、
右
見
通
し
境

を
越
両
浜
よ
り
立
入
ル
と
も
、
机
浦
不
差
障
、
尤
、
右
は
国
境
ニ
は
無
之
、
全
魚
漁
稼
場
之
境
ニ
付
、
其
旨
双
方
共
心
得
違
不

致
、
船
役
等
ハ
仕
来
之
通
、
双
方
と
も
相
勤
候
様
い
た
す
へ
し
、

右
申
渡
趣
、
一
同
証
文
申
付
ル
、

林
松
平
阿
波
守
家
来

弥
三
郎
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一
〇

里
松
平
左
兵
衛
佐
家
来

見
又
市

右
之
通
申
渡
間
、
得
其
意
、
銘
々
主
人
江
可
申
聞
、

卯
七
月）11
（

」

〔
史
料
３
〕

「　
　
　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

私
共
出
入
御
吟
味
之
処
、
海
面
、
町
数
等
就
難
御
決
、
為
地
改
御
代
官
蓑
笠
之
助
様
、
布
施
孫
三
郎
様
両
御
手
代
中
被
差
遣
、
被

遂
御
糺
明
候
処
、
相（

Ｄ
）手

両
浜
之
も
の
共
儀
、
諸
御
用
之
浦
役
船
御
他
領
迄
相
勤
候
迚
、
何
方
之
沖
江
も
入
込
候
由
ハ
、
自
己
之
極

ニ
て
、
難
御
取
用
、
既
近
浦
同
領
林
村
ニ
て
も
、
漁
業
渡
世
ニ
い
た
し
、
浦
役
船
相
勤
候
得
共
、
宝
暦
年
中
東
二
見
村
と
出
入
之

節
、
西
手
は
、
加
古
、
明
石
両
郡
堺
よ
り
淡
州
江
井
浦
見
通
し
、
南
之
方
ハ
、
淡
州
松
尾
之
鼻
と
播
州
一
之
谷
山
裾
と
喰
合
を
目

当
ニ
い
た
し
、
夫
よ
り
真
直
ニ
西
江
見
通
し
、
南
手
ハ
淡
州
路
、
北
手
は
明
石
領
分
と
心
得
、
右
構
内
は
一
円
林
村
漁
場
之
旨
、
大

坂
町
奉
行
所
江
申
立
候
段
、
其
節
之
御
裁
許
証
文
御
糺
之
上
、
無
相
違
、
其
後
、
東
二
見
村
よ
り
申
立
候
筋
有
之
、
尚
又
御
糺
之

上
、
鹿
之
瀨
南
縁
よ
り
沖
手
は
入
会
之
積
り
、
安
永
年
中
御
裁
許
有
之
候
得
共
、
い
つ
れ
ニ
も
林
村
ニ
て
ハ
、
沖
手
ニ
境
有
之
趣

之
申
立
ニ
て
、
其
上
元
禄
年
中
岩
屋
浦
と
為
取
替
ル
証
文
ニ
も
、
両
浜
進
退
之
漁
場
と
兼
て
極
り
候
所
も
有
之
趣
之
文
面
も
相
見
、

殊
ニ
机
浦
ニ
は
沖
手
持
場
境
有
之
段
、
場
所
ニ
引
合
候
書
面
も
有
之
候
上
ハ
、
旁
海
上
漁
場
境
無
之
、
勝
手
入
込
度
由
之
両
浜
申

分
難
立
、
訴
訟
方
ニ
て
も
松
尾
出
よ
り
西
之
方
之
見
通
し
申
立
通
り
ニ
て
は
、
瀬
戸
之
方
喰
合
之
見
通
し
筋
ニ
振
候
上
ハ
、
小
豆

嶋
北
手
を
見
通
し
境
之
由
ハ
難
御
取
用
候
、
依
之
、
被
仰
渡
候
者
、
机（

Ｅ
）浦

よ
り
沖
手
江
乗
出
し
、
東
之
方
、
淡
州
松
尾
鼻
と
播
州



江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
と
「
相
談
書
」（
一
）（
大
平
）

一
一

一
之
谷
山
裾
と
左
右
ニ
相
見
、
喰
合
を
目
当
ニ
町
戸
中
央
を
見
通
し
、
西
は
讃
州
小
豆
嶋
と
鋸
山
之
間
を
見
通
し
、
右
東
西
之
見

渡
し
を
沖
手
之
境
ニ
極
、
東
之
方
ハ
、
暮
浦
大
石
よ
り
明
石
古
波
戸
を
見
通
し
、
西
之
方
ハ
、
斗
之
内
浦
境
西
川
よ
り
播
州
美
根

を
見
通
し
、
右
境
之
内
を
机
浦
持
場
と
心
得
、
互
ニ
境
を
越
漁
業
ニ
は
立
入
間
敷
、
且
両
浜
と
淡
州
岩
屋
敷
と
ハ
、
元
禄
年
中
為

取
替
証
文
も
有
之
儀
故
、
机
浦
持
場
外
之
儀
は
、
右
見
通
し
境
を
越
、
両
浜
よ
り
立
入
候
と
も
、
机
浦
ニ
て
不
差
障
、
尤
、
右
は

国
境
ニ
は
無
之
、
全
魚
漁
稼
場
之
境
ニ
付
、
其
旨
双
方
と
も
心
得
違
不
致
、
船
役
等
は
仕
来
り
之
通
、
双
方
と
も
可
相
勤
旨
被
仰

渡
之
趣
、
一
同
承
知
奉
畏
候
、
若
相
背
候
ハ
ゝ
、
重
科
可
被
仰
付
候
、
仍
御
請
証
文
差
上
候
、

松
平
阿
波
守
領
分

　

淡
路
国
津
名
郡
机
浦

　
　

庄
屋

寛
政
七
卯
年
七
月　

日	

訴
訟
方　
　

記 

兵 

衛

次
五
人
組

右
衛
門

在
漁
師
総
代 

兵 

衛

清 

兵 

衛

平
左
衛
門

松
平
左
兵
衛
佐
領
分

　

播
州
明
石
郡

　
　

前
浜

　
　
　

庄
屋

弥
次
右
衛
門

長
組
頭

 

兵 

衛

新
浜

　

庄
屋

勘 

兵 

衛
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一
二

久
組
頭

 

兵 

衛

長
同

左
衛
門

御
評
定
所）11
（

」

四　
〔
史
料
１
〕
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
七
月
の
松
平
阿
波
守
領
分
（
徳
島
藩
）
の
者
と
松
平
左
兵
衛
佐
領
分
（
明
石
藩
）
の
者

と
の
間
の
魚
漁
稼
場
の
境
界
を
め
ぐ
る
出
入
（
漁
場
出
入
）
に
つ
い
て
の
「
相
談
書
」
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
方
机
浦
は
、
相
手
方
（
前
浜
、
新
浜
）
が
漁
場
の
境
界
を
越
え
て
漁
を
し
て
い
る
と
主
張
し
、
相
手
方
は
、
机

浦
の
主
張
す
る
漁
場
は
両
浜
（
前
浜
、
新
浜
）
の
重
要
な
稼
場
で
あ
り
、
漁
場
の
境
界
は
な
い
と
主
張
し
た
。
右
の
海
面
に
つ
き
先
年
、

播
州
東
二
見
村
と
同
国
林
村
と
が
出
入
に
お
よ
び
、
大
坂
町
奉
行
所
に
お
い
て
宝
暦
、
安
永
と
二
度
裁
許
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
境
界

の
様
子
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
地
改
の
役
人
を
派
遣
し
て
再
び
吟
味
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
過
去
の
経
緯
も
含
め
て
詳

細
に
吟
味
し
た
結
果
、
相
手
方
（
前
浜
・
新
浜
）
の
主
張
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
否
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
浦
役
船
で
御
用
を
勤
め
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
〔
漁
の
た
め
〕
ど
こ
の
沖
に
も
入
り
込
む
と
い
う
の
は
勝
手
極
ま
り
な
く
採
用
し
が
た
い
。
過
去
の
裁
許
証
文
、
為

取
替
証
文
、
机
浦
の
所
持
す
る
境
界
を
示
す
書
面
か
ら
見
て
、
海
上
の
漁
場
に
は
境
界
は
な
く
自
由
に
入
り
込
み
た
い
と
の
相
手
方
の

主
張
は
成
り
立
た
な
い
、
と
。
そ
し
て
、
訴
訟
方
（
机
浦
）
の
主
張
に
つ
い
て
も
、
境
界
の
線
引
き
の
仕
方
は
採
用
で
き
な
い
と
否
定

し
た
。
そ
し
て
、
担
当
奉
行
は
境
界
の
線
引
き
に
つ
い
て
の
自
己
の
判
断
を
示
し
、
評
定
所
一
座
に
「
相
談
」
に
及
ん
だ
。
以
上
が
〔
史

料
１
〕
の
「
相
談
書
」
の
内
容
で
あ
る
。

〔
史
料
２
〕
の
「
申
渡
」（
そ
の
中
心
部
分
は
〔
史
料
２
〕
の
傍
線（
Ｃ
）の
部
分
）
は
、
こ
の
「
相
談
書
」
の
結
論
部
分
（〔
史
料
１
〕
の
傍
線

（
Ｂ
）の
部
分
）
と

―
若
干
の
文
言
上
の
差
は
あ
る
が

―
同
文
で
あ
り
、「
相
談
書
」
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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一
三

こ
の
こ
と
は
、「
相
談
書
」
が
評
定
所
一
座
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
判
決
書
原
案
と
し
て
の
「
相
談
書
」
は
一
座

の
承
認
に
よ
り
判
決
書
と
し
て
の
「
相
談
書
」
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
現
在
の
判
決
書
の
よ
う
に
そ
の
ま
ま
法
廷

で
判
決
と
し
て
言
い
渡
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
言
い
渡
さ
れ
た
の
は
「
相
談
書
」
の
結
論
部
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
申
渡
」
は
口
頭

で
訴
訟
当
事
者
に
言
い
渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
「
申
渡
」
が
文
書
と
し
て
当
事
者
に
手
渡
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た）11
（

。
手
渡
さ
れ
た
の

は
、
上
述
の
よ
う
に
、
裁
許
請
証
文
（〔
史
料
３
〕）
の
写
し
で
あ
っ
た
。

〔
史
料
３
〕
の
裁
許
請
証
文
（「
差
上
申
一
札
之
事
」）
に
は
、〔
史
料
２
〕
の
「
申
渡
」
と
同
様
、「
相
談
書
」
の
結
論
部
分
（〔
史
料
１
〕

の
傍
線（
Ｂ
）の
部
分
）
と
同
じ
文
章
（〔
史
料
３
〕
の
傍
線（
Ｅ
）の
部
分
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
申
渡
」
と
異
な
る
点
は
、
そ
の
結

論
部
分
を
導
き
出
す
た
め
の
理
由
が
記
さ
れ
て
い
た
（〔
史
料
３
〕
の
傍
線（
Ｄ
）の
部
分
）
こ
と
で
あ
る）11
（

。
し
か
も
、
こ
の
部
分
は
「
相
談

書
」
の
理
由
の
部
分
（〔
史
料
１
〕
の
傍
線（
Ａ
）の
部
分
）
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
裁
許
請
証
文
は
、「
相
談
書
」
の
結
論
部
分
と
理

由
の
部
分
を
借
用
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
裁
許
請
証
文
に
は
主
文
と
判
決
理
由
が
記
さ
れ
て
い
た
と
言
え

よ
う
。

中
田
薫
氏
に
よ
れ
ば
、
裁
許
請
証
文
（
裁
許
請
書
）
は
「
判
決
理
由
」
と
「
主
文
」
と
よ
り
成
る
と
こ
ろ
の
判
決
書
で
あ
り
、
裁
許
申

渡
し
（「
申
渡
」）
は
そ
の
摘
要
で
あ
っ
た）1（
（

。
こ
れ
に
対
し
石
井
良
助
氏
は
、「
奉
行
は
法
廷
に
お
い
て
、
訴
答
双
方
に
判
決
を
言
渡
す
。

判
決
は
言
渡
に
よ
っ
て
効
力
を
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
判
決
書
を
訴
訟
人
あ
る
い
は
相
手
方
に
引
渡
す
こ
と
は
な
い
）
11
（

」
と
述
べ
、
法
廷

で
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
（「
申
渡
」）

―
よ
り
正
確
に
は
、
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
を
文
書
化
し
た
も
の

―
を
判
決
書
と
理
解
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
口
頭
で
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
に
対
し
、
別
途
、
当
事
者
よ
り
提
出
さ
れ
る
文
書
を
裁
許
請
証
文

（
裁
許
請
状
）
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
氏
が
、「
判
決
が
口
頭
で
申
渡
さ
れ
、
之
に
対
す
る
請
状
を
両
当
者
よ
り
提
出
し
た）11
（

」
と
述
べ
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て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
氏
は
、
法
廷
に
お
い
て
口
頭
で
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
す
な
わ
ち
「
申
渡
」（
裁
許
申
渡
）
を
判
決
書

と
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う）11
（

。
神
保
文
夫
氏
は
、「
出
入
筋
の
判
決
の
こ
と
を
『
裁
許
』
と
い
い
、『
裁
許
状
』
と

い
う
判
決
書
を
白
洲
で
奉
行
が
読
み
上
げ
ま
す）11
（

」
と
述
べ
、
奉
行
が
法
廷
で
読
み
上
げ
る
文
書
を
判
決
書
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
石

井
氏
の
見
解
と
基
本
的
に
は
同
じ
と
い
え
る
。

私
は
先
に
担
当
奉
行
の
「
相
談
書
」
を
判
決
書
原
案
で
あ
る
と
述
べ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
は
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
の
当
事
者
の

主
張
や
証
拠
の
吟
味
に
も
と
づ
い
た
奉
行
の
判
断
の
理
由
と
結
論
が
書
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
判
決
に
関
す
る
「
相
談
書
」

が
評
定
所
一
座
に
承
認
さ
れ
て
判
決
書
と
な
っ
た
こ
と
も
既
述
し
た
。
こ
れ
に
対
し
中
田
薫
氏
は
、
判
決
理
由
と
主
文
が
記
さ
れ
た
裁

許
請
証
文
を
判
決
書
と
呼
び
、
石
井
良
助
、
神
保
文
夫
両
氏
は
、
奉
行
が
法
廷
で
言
渡
す

―
あ
る
い
は
読
み
上
げ
る

―
文
書
（「
申

渡
」、「
裁
許
状
」）
を
判
決
書
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
ら
「
相
談
書
」、「
申
渡
」（
裁
許
状
）、「
裁
許
請
証
文
」
の
な
か
で
ど
れ
が
真
の
判
決
書

か
を
論
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
こ
と
と
は
思
え
ず
、
大
事
な
こ
と
は
、
む
し
ろ
裁
判
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
文
書

が
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
相
談
書
」
は
、
実
際
の
吟
味
に
携
わ
ら
な
い
評
定
所
一
座
に
対
し
、
事
件
に
関
す
る
的
確
な
情
報
と
担
当
奉
行
の
判
断
を
事
前
に
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
判
決
に
つ
い
て
の
一
座
の
判
断
を
促
進
す
る
役
割
を
果
し
た
。「
申
渡
」
は
、
一
座
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
「
相
談

書
」
の
結
論
部
分
を
当
事
者
に
対
し
法
廷
で
、
一
座
全
員
が
列
座
し
て
申
渡
す
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
に
裁
判
所
（
評
定
所
）
の
見
解
を

威
厳
を
も
っ
て
知
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
判
決
の
申
渡
し
を
簡
潔
に
終
え
法
廷
を
終
了
さ
せ
る
役
割
を
果
し
た）11
（

。
で
は
、「
裁
許
請
証

文
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
裁
判
は
当
事
者
を
納
得
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
当
事
者
が
団
体
、
共
同
体
の
代
表

で
あ
る
場
合
は
、
当
事
者
の
背
後
に
居
る
団
体
、
共
同
体
の
構
成
員
を
も
納
得
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
裁
判
所
が
法



江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
と
「
相
談
書
」（
一
）（
大
平
）

一
五

廷
で
申
渡
し
た
結
論
部
分
だ
け
で
は
と
う
て
い
十
分
と
は
い
え
ず
、
そ
の
理
由
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
裁
許
請
証
文
」
で

あ
り）11
（

、
そ
の
作
成
に
「
相
談
書
」
の
結
論
部
分
と
理
由
の
部
分
が
活
用
さ
れ
た
。「
裁
許
請
証
文
」
に
は
当
事
者
た
ち
の
判
決
遵
守
文

言
も
記
さ
れ
て
お
り
、
奉
行
所
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
「
相
談
書
」
は
、「
申
渡
」（
裁
許
申
渡
）
や
「
裁
許
請
証
文
」
の
ベ
ー
ス
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
裁

判
に
お
い
て
「
相
談
書
」
は
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
項 
「
相
談
」
と
判
決
申
渡
し

一　

判
決
書
原
案
で
あ
る
「
相
談
書
」
は
評
定
所
内
座
）
11
（

に
お
い
て
読
み
上
げ
ら
れ
、
評
定
所
一
座
の
評
議
に
付
さ
れ
た
。『
評
定
番

書
留）11
（

』
二
、
文
政
七
年
十
二
月
二
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
４
〕

「　
　
　

十
二
月
二
日　

式
日

訴
訟　

弐

公
事　

壱内　

座

一	

相
州
片
瀬
村
庄
之
助
、
相
手
同
国
阿
久
和
村
左
右
衛
門
外
百
拾
六
人
、
貸
金
并
穀
物
前
金
出
入
裁
許
并
御
仕
置
当
り
相
談
書
読
之
、

評
議
有
之
、

一	

曽
我
豊
後
守
相
伺
候
下
総
国
海
上
郡
村
々
と
認
候
御
箱
訴
状
一
件
御
仕
置
評
議
有
之
候
、
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一
六

一	
筒
井
伊
賀
守
、
金
森
甚
四
郎
相
伺
候
小
普
請
本
目
安
次
郎
養
祖
父
ニ
て
出
奔
い
た
し
候
本
目
盛
兵
衛
一
件
御
仕
置
再
評
議
有
之
候
、

一	
武
州
谷
口
村
重
左
衛
門
、
相
手
同
国
大
瀬
村
善
八
外
四
人
、
馬
代
金
出
入
相
談
書
読
之
、
評
議
有
之
候
、

一	

寄
場
人
足
浅
草
無
宿
平
蔵
事
入
墨
坊
主
市
五
郎
御
仕
置
当
り
之
儀
、
相
談
書
読
之
評
議
之
事
、

一	

長
井
五
右
衛
門
相
伺
候
亀
崎
町
新
兵
衛
店
次
兵
衛
盗
い
た
し
疵
付
候
一
件
御
仕
置
評
議
有
之
候
、

右
之
外
、
相
替
儀
無
御
座
、
九
半
時
過
相
済
申
候
、
以
上
、

十
二
月
三
日	

新
評
定
番

見
伊
賀
守　

」

〔
史
料
４
〕
か
ら
、「
貸
金
并
穀
物
前
金
出
入
并
御
仕
置
当
り
」
に
つ
い
て
の
「
相
談
書
」、「
馬
代
金
出
入
」
に
つ
い
て
の
「
相
談
書
」、

「
入
墨
坊
主
市
五
郎
御
仕
置
当
り
之
儀
」
に
つ
い
て
の
「
相
談
書
」
が
評
定
所
内
座
で
読
み
上
げ
ら
れ
、
評
議
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
上
記
『
評
定
番
書
留
』
に
よ
れ
ば
、「
売
掛
并
貸
金
出
入
相
談
書
」（
文
政
七
年
十
二
月
一
一
日
条
）、「
不
法

申
懸
候
出
入
相
談
書
」（
同
年
十
二
月
二
三
日
条
）、「
差
日
不
参
い
た
し
候
一
件
御
咎
之
儀
ニ
付
相
談
書
」（
文
政
九
年
三
月
二
五
日
条
）、「
馴

合
を
以
証
文
押
取
候
出
入
相
談
書
」（
文
政
十
一
年
七
月
二
日
条
）、「
夫
食
麦
代
金
出
入
相
談
書
」（
同
上
）
等
、
多
種
多
様
な
「
相
談
書
」

が
評
定
所
内
座
で
読
み
上
げ
ら
れ
、
評
議
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
評
議
」
は
、「
相
談
」
と
実
質
的
に
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。『
祠
部
職
掌
類
聚　

評
定
所

公
事
伺
無
之
裁
許
之
部）11
（

』（
二
冊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
相
談
書
」
の
欄
外
書
込
み
の
中
に
、「
相
談
書
」
が
評
定
所
一
座
に
よ
り
承

認
さ
れ
て
裁
許
を
申
渡
し
た
と
い
う
同
じ
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
、「
相
談
の
の
ち
裁
許
」
と
い
う
表
現
と
「
評
議
の
の
ち
裁
許
」
と
い

う
表
現
の
二
種
類
の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）「
離
壇
出
入
」
に
つ
い
て
の
、「
相
談

書
」
の
欄
外
に
は
、「
一
座
評
議
済
、
即
日
裁
許
」
と
註
記
が
あ
り）1（
（

、
同
年
「
内
済
違
変
出
入
」
に
つ
い
て
の
「
相
談
書
」
の
欄
外
に
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一
七

も
、「
一
座
評
議
済
、
即
日
裁
許
」
と
註
記
が
あ
る）11
（

。
こ
れ
に
対
し
、
同
年
の
「
仕
来
相
破
候
出
入
」
に
つ
い
て
の
「
相
談
書
」
の
欄

外
註
記
に
は
、「
於
評
定
所
一
座
相
談
之
上
裁
許
い
た
す
」
と
あ
り
）
11
（

、
寛
政
八
年
「
秩
場
出
入
」
に
つ
い
て
の
、「
相
談
書
」
の
欄
外
註

記
に
も
、「
於
評
定
所
一
座
及
相
談
、
即
日
裁
許
」
と
あ
る）11
（

。
こ
こ
か
ら
、
裁
許
後
に
「
相
談
書
」
に
欄
外
註
記
を
行
っ
た
下
役
人
の

頭
の
中
で
は
、
一
座
の
「
相
談
」
と
「
評
議
」
が
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

二　

判
決
書
原
案
で
あ
る
「
相
談
書
」
に
つ
い
て
、
評
定
所
に
お
け
る
一
座
の
「
相
談
」（
評
議
）
に
よ
り
合
意
が
得
ら
れ
る
と
、
判

決
の
申
渡
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
上
記
し
た
『
祠
部
職
掌
類
聚　

評
定
所
公
事
伺
無
之
裁
許
之
部
』（
二
冊
）
に
は
、
評
定
所
一

座
が
「
相
談
書
」
や
請
証
文
等
で
「
相
談
」（
評
議
）
し
、
老
中
に
伺
う
こ
と
な
く
判
決
を
申
渡
し
た
事
例
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
見
ら
れ
る
「
相
談
書
」
に
は
欄
外
に
、
評
定
所
に
お
け
る
「
相
談
」
日
ま
た
は
「
相
談
」
月
、
判
決
申
渡
し
日
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。
判
決
申
渡
し
後
に
評
定
所
留
役
が
書
き
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
一
覧
表
に
し
た
の
が
表
（
一
）
で
あ
る
。

表
（
一
）
の
限
ら
れ
た
事
例
か
ら
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。

㈠ 

表
（
一
）
（（
番
「
内
済
異
変
出
入
」、
同
（1
番
「
離
壇
出
入
」
と
い
う
異
な
る
事
件
に
つ
い
て
の
「
相
談
書
」
の
冒
頭
欄
外
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、「
寛
政
二
庚
戌
年
九
月
四
日
一
座
評
議
済
、
即
日
裁
許
」
と
同
じ
註
記
が
あ
り
、
末
尾
の
欄
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ
、「
右
裁
許

寛
政
二
年
庚
戌
年
九
月
四
日
申
渡
」
と
の
同
一
記
載
が
あ
る
。
異
な
る
二
つ
の
事
件
の
「
相
談
書
」
が
同
じ
日
に
評
定
所
で
「
相
談
」

（
評
議
）
が
な
さ
れ
、
二
件
と
も
即
日
判
決
申
渡
し
が
な
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
異
な
る
事
件
の
判
決
書
原
案
（「
相
談
書
」）
が
同
じ
日
に

審
議
さ
れ
、
合
意
さ
れ
、
判
決
申
渡
し
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
相
談
」
日
と
判
決
申
渡
し
日
が
同
一
で
あ
っ
た
事
例
が
い
く
つ
も
見

ら
れ
た
（
表
（
一
）
1
、
1
、
（1
、
（（
、
（1
、
（1
、
11
、
11
、
11
番
）
こ
と
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
評
定
所
に
お
け
る
「
相
談
」
と
判
決
申
渡

し
が
か
な
り
迅
速
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。〔
史
料
４
〕
に
よ
れ
ば
、
評
定
所
内
座
で
は
一
日
に
三
件
の
「
相
談
書
」
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八

表（一）評定所公事の相談日と判決申渡し日

事件名 相談日 判決申渡し日
（ 狼籍出入 天明1． 1．（（ 天明1． 1．（1
1 立木伐採出入 不明 同 1． 1． 1
1 助合人馬出入 同 1． 1．（（ 同 1． 1 ．（（
1 年貢出入 同 1．（（．11 同 1．（1． 1
1 入会出入 同 1． 1． 1 同 1． 1． 1
1 堤上出入 不明 同 1． 1．（1
1 住職差障出入 同 1． 1 同 1．（1． 1
1 用水出入 不明 同 1．（（．11
1 悪水出入 寛政（． 1． 寛政（． 1．11
（1 仕来破候出入 同 1． 1．（1 同 1． 1 ．（1
（（ 内済違変出入 同 1． 1． 1 同 1． 1． 1
（1 離壇出入 同 1． 1． 1 同 1． 1． 1
（1 入会山出入 同 1．閏1． 同 1．閏1．11
（1 悪水路洌浚出入 同 1． 1 同 1．（1． 1
（1 地所出入 同 1． 1． 1 同 1． 1．11
（1 秣山出入 不明 同 1．（1．11
（1 住職出入 寛政1． 1． 同 1． 1．（1
（1 堰普請出入 同 1．（（．（（ 同 1．（（．1（
（1 地所出入 同 1．（（．11 同 1．（（．11
11 新地出入 同 1． 1．（1 同 1． 1 ．（1
1（ 漁場出入 同 1． 1． 同 1． 1．11
11 秣場出入 同 1． 1．11 同 1． 1 ．11
11 葬送出入 同 1．（（．11 同 1．（（．11

註	（：	出典は、（～（（番は『近世法制史料集成』第四期、11／（11‒1（、『祠
部職掌類聚 評定所公事伺無之裁許之部』（1111）、（1～11番は、同
上、11／（11‒11『同上』（1111）。
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九

に
つ
い
て
評
議
し
て
い
る
。
前
記
『
評
定
番
書
留
』
二
、
文
政
七
年
十
二
月
二
三
日
条
に
は
、
そ
の
日
一
日
に
評
定
所
内
座
で
行
わ
れ

た
評
議
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
手
躍
相
催
候
上
不
法
申
懸
候
出
入
」
に
つ
い
て
の
「
相
読
書
」
を
読
み
評
議
、「
道

具
紛
失
い
た
し
候
一
件
伺
書
」
を
読
み
評
議
、「
盗
み
い
た
し
候
一
件
御
仕
置
之
儀
」
に
つ
き
評
議
（
二
件
）、「
質
取
方
不
念
之
質
屋
御

咎
之
儀
」
に
つ
き
再
評
議
、「
不
埒
之
取
計
い
た
し
候
一
件
御
仕
置
之
儀
」
に
つ
き
評
議
、「
入
墨
坊
主
市
五
郎
御
仕
置
当
り
」
に
つ
き

評
議
、「
山
境
出
入
地
改
裁
許
之
趣
」
に
つ
き
評
議
、「
不
届
之
儀
取
計
い
た
し
候
始
末
御
仕
置
之
儀
」
に
つ
き
評
議
等
、
多
種
多
様
な

評
議
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
相
談
書
」
に
つ
い
て
の
評
議
を
含
め
て
こ
れ
だ
け
の
件
数
の
評
議
が
わ
ず
か
一
日
の
間
に
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
評
定
所
一
座
の
多
事
多
忙
さ
が
如
実
に
示
さ
れ
て
お
り
、
事
件
、
訴
訟
の
処
理
も
迅
速
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
事
情
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

㈡ 

表
（
一
）
１
番
は
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
九
月
一
一
日
に
「
相
談
」
し
、
同
一
三
日
に
判
決
申
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。「
相
談
」

の
わ
ず
か
二
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
上
述
し
た
よ
う
に
、「
相
談
」
し
た
そ
の
日
に
判
決
申
渡
し
を
し
た
事
例
も
少
な
か
ら
ず
見

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、「
相
談
」
日
が
不
明
の
事
例
、
あ
る
い
は
「
相
談
」
の
月
ま
で
は
分
か
る
が
日

は
分
か
ら
な
い
事
例
の
な
か
に
は
、「
相
談
」
日
に
た
だ
ち
に
判
決
申
渡
し
が
行
わ
れ
た
事
例
、
あ
る
い
は
、
判
決
申
渡
し
日
以
前
の
比

較
的
近
い
日
に
評
定
所
一
座
で
「
相
談
」
が
な
さ
れ
、
数
日
後
に
判
決
申
渡
し
が
な
さ
れ
た
事
例
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

㈢ 

表
（
一
）
を
全
体
と
し
て
見
る
と
、
判
決
に
つ
い
て
「
相
談
書
」
に
よ
り
評
定
所
一
座
で
「
相
談
」
し
て
か
ら
、
若
干
の
例
外

を
除
い
て
、
数
日
あ
る
い
は
一
カ
月
程
度
で
判
決
申
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
江
戸
幕
府
の
事
件
、
訴

訟
処
理
に
お
い
て
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
第
二
項
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

三　

上
記
の
よ
う
に
、
評
定
所
公
事
に
つ
い
て
、
評
定
所
一
座
の
「
相
談
」
が
済
ん
だ
そ
の
日
の
う
ち
に
判
決
申
渡
し
が
行
わ
れ
た
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事
例
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
過
去
に
評
定
所
一
座
で
何
度
か
「
相
談
」
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

そ
れ
以
外
の
大
多
数
の
事
例
に
つ
い
て
も
、
一
座
の
「
相
談
」
が
済
ん
だ
後
に
も
前
に
も
、
別
途
「
相
談
」
が
行
わ
れ
て
い
た
形
跡
が

見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
評
定
所
一
座
の
「
相
談
」
は
一
度
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
仮
に
そ
う

で
あ
る
と
す
る
と
、
評
定
所
留
役
が
内
座
で
「
相
談
書
」
を
読
み
上
げ
て
行
う
わ
ず
か
一
度
の
「
相
談
」（
評
議
）
で
、
一
座
の
構
成
員

で
あ
る
奉
行
た
ち
は
、
判
決
に
つ
い
て
の
見
解
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
わ
い
て
く
る
。
単
純

な
事
件
の
場
合
は
と
も
か
く
、
事
件
が
複
雑
で
「
相
談
書
」
が
極
め
て
長
文
の
場
合
も
あ
り
得
る
。
一
座
の
奉
行
た
ち
は
、
そ
の
場
で

初
め
て
「
相
談
書
」
に
接
す
る
の
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
一
度
の
「
相
談
」
で
一
座
の
合
意
が
得
ら
れ
る
と
い
う
の
は
想
像
が
容
易

で
は
な
い
。
第
三
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
寺
社
奉
行
所
で
の
裁
判
で
は
、「
難
事
件
」
に
つ
い
て
は
、
担
当
奉
行
が
事
前
に
「
相
談
書
」

を
回
覧
し
て
事
件
の
全
体
像
と
担
当
奉
行
の
判
断
を
判
決
書
原
案
と
し
て
示
し
、
同
役
奉
行
た
ち
の
判
決
に
つ
い
て
の
判
断
を
容
易
な

ら
し
め
る
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。
評
定
所
公
事
に
つ
い
て
も
「
相
談
書
」
の
回
覧
が
「
相
談
」
の
前
に
な
さ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
示
す
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

四　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
評
定
所
公
事
に
お
い
て
評
定
所
一
座
は
初
回
の
審
理
に
列
座
す
る
が
、
そ
の
後
の
実
際
の
吟
味
に
は
ほ

と
ん
ど
携
わ
ら
な
か
っ
た
。
実
際
の
吟
味
を
担
当
し
た
の
は
評
定
所
留
役
等
の
下
役
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
訴
訟
当
事
者
の
主
張
や
証

拠
を
吟
味
し
、「
相
談
書
」
を
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
相
談
書
」
に
は
、
と
き
に
は
複
数
の
訴
訟
当
事
者
の
名
前
、
肩
書
、
住

所
、
領
主
名
が
書
か
れ
て
い
た
り
、
い
く
つ
も
の
証
文
か
ら
の
詳
細
な
書
き
写
し
が
あ
っ
た
り
、
各
種
の
こ
ま
か
な
数
字
（
金
銭
、
石
高

等
）
が
書
か
れ
て
い
た
り
、
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
事
柄
の
経
緯
を
含
め
て
極
め
て
詳
細
に
書
か
れ
て
い
た
り
す
る
長
文
の
も
の
も
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
「
相
談
書
」
を
、
実
際
の
吟
味
に
携
わ
ら
な
い
担
当
奉
行
が
書
き
得
た
と
は
思
え
な
い
。「
相
談
書
」
す
な
わ
ち
判
決
書
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原
案
は
評
定
所
留
役
ら
が
作
成
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
る
と
、
判
決
書
原
案
を
作
成
す
る
の
は
評
定

所
留
役
等
の
下
役
人
で
あ
る
と
す
る
従
来
の
見
解
は
首
肯
で
き
る）11
（

。

た
だ
、
平
松
義
郎
氏
が
町
奉
行
所
に
お
け
る
吟
味
筋
の
裁
判
の
判
決
書
作
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
下
役
人
は
自
己
の
見

解
を
示
し
つ
つ
、
奉
行
の
意
見
（「
存
寄
」、「
思
召
」）
を
聞
き
、
異
議
が
な
け
れ
ば
判
決
書
を
作
成
し
た
）
11
（

と
い
う
点
は
、
評
定
所
公
事
に

つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
奉
行
の
果
す
役
割
も
大
き
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

評
定
所
留
役
が
作
成
し
た
「
相
談
書
」
が
評
定
所
一
座
に
よ
り
承
認
さ
れ
、「
相
談
書
」
の
結
論
部
分
（
判
決
主
文
）
が
、〔
史
料
２
〕

で
示
し
た
よ
う
に
、
法
廷
で
判
決
と
し
て
申
渡
さ
れ
（「
申
渡
」、「
裁
許
申
渡
」）、「
相
談
書
」
の
結
論
部
分
と
理
由
部
分
（
判
決
理
由
）
を

記
し
た
文
書
が
、〔
史
料
３
〕
で
示
し
た
よ
う
に
、
判
決
申
渡
し
後
に
裁
許
請
証
文
（
写
）
と
し
て
訴
訟
当
事
者
に
渡
さ
れ
た
。
か
く
し

て
評
定
所
公
事
の
裁
判
は
終
了
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
評
定
所
公
事
の
裁
判
に
お
い
て
「
相
談
書
」
の
果
す
役
割

は
極
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
作
成
に
携
わ
っ
た
評
定
所
留
役
ら
下
役
人
の
果
し
た
役
割
も
大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

評
定
所
公
事
の
裁
判
は
、「
奉
行
の
裁
判
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
留
役
ら
下
役
人
に
よ
る
裁
判
」
と
い
う
色
彩
も
濃
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
最
高
裁
判
所
判
事
を
七
年
半
勤
め
た
藤
田
宙
靖
氏
は
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
に
お
け
る
調
査
官
の
果
す
役
割
を
高
く
評
価
し
て
、

「
最
高
裁
の
裁
判
は
裁
判
官
と
調
査
官
の
共
同
作
業
に
よ
る
も
の
、
と
い
う
の
が
、
最
も
正
確
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
）
11
（

。

評
定
所
の
裁
判
も
、「
奉
行
と
留
役
ら
下
役
人
と
の
共
同
作
業
に
よ
る
も
の
」
と
言
う
の
が
最
も
正
確
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
そ
の
こ
と
は
、
次
節
で
述
べ
る
寺
社
奉
行
所
の
裁
判
に
つ
い
て
も
言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五　

評
定
所
公
事
に
は
評
定
所
一
座
の
判
断
で
判
決
を
申
渡
す
も
の
と
、
老
中
に
伺
い
、
そ
の
指
示
に
も
と
づ
き
判
決
を
申
渡
す
も

の
が
あ
っ
た
。
後
者
は
、「
吟
味
伺
書
」
を
評
定
所
一
座
よ
り
老
中
に
提
出
し
、
そ
の
指
示
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。「
吟
味
伺
書
」
は
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二

評
定
所
一
座
名
で
提
出
さ
れ
て
い
た
の
で
、
評
定
所
一
座
の
「
相
談
」
に
も
と
づ
き
老
中
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
評
定
所
公
事
の
裁
判
に
は
、
評
定
所
一
座
に
よ
る
「
相
談
」
と
い
う
、
仲
間
の
間
で
の
水
平
的
な
議
論
で

判
決
が
決
定
し
申
渡
さ
れ
、
裁
判
が
終
了
す
る
場
合
と
、
仲
間
の
間
で
の
水
平
的
な
議
論
に
加
え
て
、
上
級
機
関
（
老
中
）
の
裁
可
を

仰
ぎ
、
そ
の
指
令
（
指
示
）
に
も
と
づ
き
判
決
が
決
定
し
申
渡
さ
れ
る
と
い
う
上
下
間
の
垂
直
的
な
議
論
に
よ
り
裁
判
が
終
了
す
る
場

合
、
と
い
う
二
つ
の
裁
判
類
型
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
三
節
　
奉
行
所
の
裁
判
と
「
相
談
書
」

第
一
項
　
内
寄
合
公
事
、
手
限
吟
味
物
と
「
相
談
書
」

一　

本
節
で
は
奉
行
所
の
裁
判
に
お
い
て
「
相
談
書
」
が
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
の
さ
い
比
較
的
史
料
の
豊
富
な
寺
社

奉
行
所
の
裁
判
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

寺
社
奉
行
所
の
裁
判
で
扱
う
も
の
に
は
「
内
寄
合
公
事
」
と
、「
手
限
吟
味
物
」（「
手
限
公
事
」）
が
あ
っ
た
。「
内
寄
合
公
事
」
は
訴

状
を
受
理
し
た
奉
行
が
担
当
と
な
り
、
他
の
同
役
奉
行
た
ち
が
陪
席
と
し
て
加
わ
る
合
議
制
裁
判
で
扱
う
の
に
対
し
、「
手
限
吟
味
物
」

は
、
訴
状
を
受
理
し
た
奉
行
が
担
当
奉
行
と
し
て
事
件
を
審
理
す
る
単
独
裁
判
で
扱
う）11
（

。

二　

寺
社
奉
行
所
の
「
内
寄
合
公
事
」、「
手
限
吟
味
物
」
関
連
の
史
料
に
、『
祠
部
職
掌
類
聚　

内
寄
合
公
事
伺
無
之
裁
許
之
部
）
11
（

』

（
一
冊
）、『
祠
部
職
掌
類
聚　

手
限
吟
味
伺
無
之
裁
許
之
部）11
（

』（
二
冊
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
寺
社
奉
行
が
判
決
申
渡
し
に
さ
い
し
、
上



江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
と
「
相
談
書
」（
一
）（
大
平
）

二
三

級
機
関
（
老
中
）
に
伺
わ
な
か
っ
た
裁
判
に
関
す
る
文
書
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
「
相
談
書
」
で
あ
る
。
一
例
を

示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
史
料
５
〕

「　
『
天（

朱
）明
八
戊
申
年
十
一
月
□（
虫
く
い
）□同
役
衆
及
相
談
』

松（
寺
社
奉
行
松
平
輝
和
）

平
右
京
亮

（
改
頁
、
次
頁
白
紙
）

武
州
一
之
宮

　

簸
川
明
神
神
主

訴
訟
方　

武
笠
主
計

一
文
珠
堂
再
建
出
入	

右
社
僧

　

文
珠
寺恵　

　

運

右
出
入
吟
味
い
た
し
候
処
、
簸
川
明
神
は
…
…
新
規
之
取
計
い
た
し
候
段
難
心
得
旨
申
之
、
相
手
方
ニ
て
は
、
…
…
右
之
通
再

建
い
た
し
度
旨
申
之
、
文
珠
堂
境
内
之
立
木
伐
採
候
儀
は
前
々
よ
り
見
計
、
相
届
伐
採
候
儀
は
不
承
候
得
共
、
為
念
相
談
之
上
、

本
寺
吉
祥
寺
へ
も
相
届
、
右
普
請
用
木
ニ
伐
採
候
旨
申
之
候
ニ
付
、
去
ル
巳
年
及
出
入
候
節
之
済
口
証
文
ニ
も
、
文
珠
堂
再
建

之
儀
は
、
社
中
一
統
随
喜
之
上
可
取
計
旨
、
認
有
之
候
上
は
、
主
計
其
外
江
も
得
と
申
談
候
上
、
普
請
取
掛
り
可
申
処
、
無
其

儀
、
一
通
り
ニ
主
計
へ
相
届
候
迄
ニ
て
、
出
入
以
前
掛
合
候
節
、
四
間
四
面
ニ
建
広
ケ
候
て
も
不
苦
旨
、
主
計
申
聞
候
由
は
、
無

証
拠
申
争
ニ
て
難
取
用
、
文
珠
堂
は
年
来
三
間
四
面
ニ
て
有
来
候
上
は
、
有
形
之
通
ニ
再
建
い
た
し
候
は
格
別
、
間
数
相
延
度

由
之
申
分
は
難
立
、
文
珠
堂
境
内
之
立
木
伐
採
候
儀
も
、
右
境
内　
　

御
朱
印
地
ニ
候
上
は
、
主
計
へ
前
々
よ
り
相
届
伐
採
候
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四

儀
無
之
由
之
申
分
は
難
立
旨
吟
味
受
、
可
申
立
様
無
之
旨
申
之
候
、

右
吟
味
い
た
し
候
趣
、
書
面
之
通
御
座
候
、
無
証
拠
申
争
は
難
取
用
、
文
珠
堂
は
年
来
三
間
四
面
ニ
て
有
来
候
上
は
、
今
更
間

数
相
延
度
由
之
相
手
方
申
分
難
立
候
間
、
有
形
之
通
再
建
い
た
し
候
は
格
別
、
間
数
等
相
延
新
規
之
儀
致
間
敷
旨
申
渡
、
旦
文

珠
寺
恵
運
儀
、
境
内
之
立
木
、
主
計
へ
相
談
之
上
伐
採
候
由
は
、
無
証
拠
申
争
迄
ニ
て
難
取
用
、
併
右
境
内　
　

御
朱
印
地
之

内
ニ
候
上
は
、
前
々
よ
り
主
計
へ
相
届
伐
採
候
儀
無
之
候
由
は
難
立
候
間
、
以
来
立
木
伐
採
之
節
は
、
相
談
之
上
可
取
計
旨
、
可

申
渡
候
哉
、
及
御
相
談
候
、

申
十
一
月

『
右（

朱
）落
着
天
明
八
戊
申
年
十
一
月
廿
七
日
、
於
自
宅
内
寄
合
申
渡

出
席

　

上
野
執
当
代

吉　

祥　

院

長
萩
原
弥
五
兵
衛
手
代

	

尾	

周	

蔵
』）1（
（

」

〔
史
料
５
〕
は
、
武
州
一
之
宮
の
簸
川
明
神
社
地
内
に
あ
る
文
珠
堂
の
修
復
の
た
め
、
社
僧
で
あ
る
文
珠
寺
の
恵
運
が
、
従
来
の
企
模

を
拡
充
し
た
修
復
を
企
図
し
て
、
御
朱
印
地
で
あ
る
境
内
の
立
木
を
勝
手
に
伐
採
し
た
た
め
、
簸
川
明
神
神
主
の
主
計
が
恵
運
を
相
手

ど
っ
て
訴
え
出
た
出
入
り
に
関
す
る
「
相
談
書
」
で
あ
る
。
事
件
担
当
の
寺
社
奉
行
松
平
右
京
亮
（
輝
和
）
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

一
一
月
、
内
寄
合
に
お
い
て
こ
の
「
相
談
書
」
で
同
役
奉
行
た
ち
と
「
相
談
」
し
た
の
で
あ
る
。

上
記
「
内
寄
合
公
事
」、「
手
限
吟
味
物
」
に
関
す
る
冊
子
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
の
大
部
分
は
、
こ
う
し
た
担
当
奉
行
の
「
相
談



江
戸
幕
府
の
裁
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度
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「
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談
書
」（
一
）（
大
平
）

二
五

書
」
で
あ
る
が
、「
差
上
申
一
札
之
事
」
と
い
う
裁
許
請
証
文
、
落
着
請
証
文
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
証
文
も
「
相
談
書
」
と

同
様
に
、「
相
談
」
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
一
例
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
史
料
６
〕

「『
□寛
□政
□三
□辛
亥（
朱
）年
正
月
十
八
日
内
寄
合
持
出
、
同
役
衆
及
相
談
』

西
久
保
葺
手
町
文
六
、
増
上
寺
外
境
内
薬
師
堂
地
中
於
楊
弓
場
、
賭
銭
取
遣
い
た
し
候
一
件
吟
味
落
着
証
文

（
改
頁
、
次
頁
空
白
）

右
京
亮
掛

一
西
久
保
葺
手
町
文
六
、
増
上
寺
外
境
内
薬
師
堂
地
中
於
楊
弓
場
、
賭
銭
取
遣
い
た
し
候
一
件
吟
味

差
上
申
一
札
之
事

増
上
寺
外
境
内
一
経
院
持
薬
師
堂
地
中
、
楊
弓
場
に
て
不
正
之
儀
い
た
し
候
一
件
、
再
応
吟
味
之
上
左
之
通
被
仰
渡
候
、

（
中
略
）

右
被
仰
渡
之
儀
承
知
奉
畏
候
、
旦
過
料
銭
之
儀
は
三
日
之
内
当
御
奉
行
所
江
可
相
納
旨
被
仰
渡
、
是
又
承
知
奉
畏
候
、
若
相
背

候
ハ
ゝ
重
科
可
被
仰
付
候
、
仍
御
請
証
文
差
上
申
処
、
如
件
、

西
久
保
音
龍
寺
門
前

　

勘
太
郎
店文　

　

六

寛
政
三
亥
年
正
月
十
八
日	

増
上
寺
外
境
内

　

切
通

　
　

薬
師
別
当一 

経 

院
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六

寺
社御

奉
行
所

前
書
被
仰
渡
之
趣
、
拙
僧
儀
も
罷
出
、
承
知
仕
候
、
依
之
、
奥
書
印
形
差
上
申
候
、
以
上
、

法
増
上
寺
役
者

　
　

月

『
右（

朱
）裁
許
寛
政
三
辛
亥
年
正
月
十
八
日
申
渡	

出
席

　

増
上
寺
役
者

法　
　

月
』）
11
（

」

〔
史
料
６
〕
は
、
増
上
寺
境
内
一
経
院
持
薬
師
堂
の
楊
弓
場
に
て
賭
銭
を
取
る
等
の
不
正
を
働
い
た
者
の
処
罰
に
関
す
る
落
着
請
証
文

を
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
一
月
一
八
日
、
寺
社
奉
行
松
平
右
京
亮
（
輝
和
）
が
内
寄
合
へ
持
出
し
、
同
役
奉
行
た
ち
に
「
相
談
」
に

及
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
寺
社
奉
行
の
内
寄
合
に
お
い
て
、
担
当
奉
行
の
「
相
談
書
」
あ
る
い
は
請
証
文
を
用
い
て
「
相
談
」
が
な
さ
れ
て
い

た
と
す
る
と
、「
相
談
書
」
に
よ
る
「
相
談
」
と
、
請
証
文
に
よ
る
「
相
談
」
と
は
ど
こ
が
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
然
こ
の
よ
う
な
疑

問
が
湧
い
て
こ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
『
同
役
一
座
申
合
』
一
、
五
六
「
公
事
出
入
其
外
御
吟
味
物
御
取
計
之
儀
ニ
付

伺
」）11
（

（
以
下
、「
伺
」
と
略
称
）
が
参
考
に
な
る
。

〔
史
料
７
〕

「　
　
　

公
事
出
入
其
外
御
吟
味
物
御
取
計
之
儀
ニ
付
伺

一（
一
）御
内
寄
合
公
事
は
証
文
取
調
奉
り
之
も
の
、
御
内
寄
合
江
罷
出
、
右
証
文
読
之
、
御
評
議
之
上
、
難
分
義
も
御
座
候
ハ
ゝ
一
件
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二
七

袋
持
参
付
、
口
上
書
口
上
ニ
て
申
上
候
様
仕
、
御
銘
々
様
思
召
も
御
座
候
ハ
ゝ
、
其
節
御
席
ニ
て
相
直
し
、
以
相
談
極
候
ハ
ゝ
、
当

日
御
裁
許
又
は
其
後
之
御
内
寄
合
ニ
て
御
裁
許
之
積
之
事
、

但
、
右
証
文
追
て
御
廻
し
御
留
被
置
、
御
欠
座
之
御
方
様
江
は
、
追
て
御
廻
之
方
可
然
候
哉
、

一（
二
）	御
手
限
之
も
の
、
盗
賊
或
は
博
奕
等
之
御
吟
味
物
、
是
又
証
文
ニ
て
前
書
同
様
、
御
内
寄
合
ニ
て
御
相
談
可
有
御
座
哉
、

但
、
外
御
吟
味
物
ニ
て
も
入
組
不
申
、
黄
紙
又
は
請
証
文
ニ
て
趣
意
相
分
候
品
は
、
是
又
見
計
、
証
文
ニ
て
御
相
談
可
有
之

哉
、

一（
三
）	下
り
物
又
は
御
伺
ニ
可
成
品
、
御
伺
書
取
調
候
ハ
ゝ
、
御
内
寄
合
江
日
間
も
無
之
候
ハ
ゝ
、
奉
り
之
者
御
内
寄
合
江
罷
出
、
読

候
上
、
御
評
議
有
之
候
方
ニ
可
有
御
座
候
哉
、

一（
四
）	入
組
候
御
手
限
も
の
、
御
裁
許
之
取
計
ニ
て
難
分
は
、
是
迄
之
通
、
御
相
談
書
仕
立
、
御
廻
し
ニ
も
相
成
、
又
は
前
文
之
通
、
御

内
寄
合
江
被
差
出
候
方
ニ
も
可
有
御
座
候
哉
、

一（
五
）済
口
之
分
は
是
迄
も
御
相
談
無
之
候
間
、
願
下
ケ
も
同
様
相
心
得
可
申
哉
、

右
之
趣
、
御
勘
弁
も
可
有
御
座
候
哉
、
奉
伺
候
、

戊
八
月

付
札書

面
之
通
、
以
来
可
被

取
計
候
、 　
　
　
　
　

」

〔
史
料
７
〕
の
「
伺
」
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
六
月
に
寺
社
奉
行
に
就
任
し
た
板
倉
周
防
守
（
勝
政
）
よ
り
、
同
年
八
月
、
他
の
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二
八

先
輩
寺
社
奉
行
三
名
に
、
公
事
出
入
、
吟
味
物
の
取
計
ら
い
に
つ
い
て
伺
っ
た
五
カ
条
の
伺
書
で
あ
り
、
他
の
三
名
よ
り
、「
書
面
之
通
、

以
来
可
被
取
計
候
」
と
承
認
さ
れ
て
い
る
。

「
伺
」
第
一
条
は
寺
社
奉
行
の
内
寄
合
公
事
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
内
寄
合
公
事
で
は
、
証
文
（
請
証
文
等
の
裁
許
証

文
）
を
調
べ
た
者
が
内
寄
合
に
出
席
し
て
証
文
を
読
み
上
げ）11
（

、
奉
行
た
ち
が
評
議
し
、
奉
行
の
中
で
意
見
が
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
そ
の

場
で
修
正
し
、「
相
談
」
し
て
決
ま
れ
ば
、
当
日
裁
許
か
、
ま
た
は
次
回
の
内
寄
合
で
裁
許
の
積
り
、
と
あ
る
。

「
伺
」
第
二
条
は
、
寺
社
奉
行
の
手
限
吟
味
物
に
関
す
る
条
文
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
手
限
吟
味
物
で
盗
賊
あ
る
い
は
博
奕
等
の
吟
味

も
の
は
証
文
に
よ
り
内
寄
合
で
相
談
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
他
の
吟
味
も
の
で
も
入
り
組
ん
で
い
ず
、
黄
紙
付
札
や
請
証
文
で
趣
旨
が

分
か
る
も
の
は
証
文
に
よ
り
「
相
談
」
す
る
、
と
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
内
寄
合
公
事
、
手
限
吟
味
物
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
証
文
（
裁
許
証
文
）
で
も
っ
て
「
相
談
」、
評
議
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
第
四
条
は
手
限
吟
味
物
、
内
寄
合
公
事
双
方
に
関
す
る
条
文
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
入

組
ん
だ
手
限
吟
味
物
、
裁
許
の
取
計
ら
い
が
分
か
り
難
い
も
の
（
以
下
、「
難
事
件
」
と
略
称
）
は
、「
相
談
書
」
を
仕
立
て
て
回
覧
す
る

か
内
寄
合
に
差
し
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
後
述
の
第
二
項
表
（
二
）
に
記
さ
れ
た
実
際
の
裁
判
例
を
見
る
と
、
内
寄
合
公
事
も
手

限
吟
味
物
も
「
相
談
書
」
に
よ
り
同
役
奉
行
た
ち
と
「
相
談
」
を
行
っ
て
い
た
事
例
が
極
め
て
多
い
。
第
二
条
但
書
お
よ
び
第
四
条
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、「
難
事
件
」
で
は
な
く
趣
旨
が
分
か
り
や
す
い
も
の
は
証
文
で
、「
難
事
件
」
は
「
相
談
書
」
で
そ
れ
ぞ
れ
「
相
談
」、

評
議
す
る
と
い
う
の
が
寺
社
奉
行
所
に
お
け
る
判
決
に
つ
い
て
の
合
議
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
「
相
談
書
」

の
回
覧
が
必
要
に
応
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
寺
社
奉
行
の
内
寄
合
公
事
、
手
限
吟
味
物
の
う
ち
、
判
決
に
つ
き
上
級
機
関
（
老
中
）
に
伺
わ
な
い
も
の
に
つ
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い
て
は
、
内
寄
合
に
お
い
て
同
役
奉
行
た
ち
と
の
「
相
談
」、
評
議
に
よ
り
判
決
が
決
定
さ
れ
る
。
従
来
、
単
独
裁
判
と
い
わ
れ
て
き
た

手
限
吟
味
物
の
裁
判
も
、
内
寄
合
に
お
け
る
同
役
奉
行
た
ち
と
の
「
相
談
」、
評
議
に
よ
り
判
決
が
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ

る
。三　

で
は
、
判
決
に
つ
き
上
級
機
関
に
伺
う
事
案
に
つ
い
て
は
、
同
役
奉
行
た
ち
と
の
「
相
談
」、
評
議
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
祠
部
職
掌
類
聚　

相
談
書　

安
永
四
未
年
従
十
二
月
至
午
七
月
』
所
収
「
御
廟
銅
塀
銅
瓦
紛
失
一
件
吟

味
伺
書
」）11
（

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
８
〕

「	

以
手
紙
啓
上
仕
候
、
然
者
、
此
間
御
相
談
申
上
候
御
廟
銅
塀
銅
瓦
紛
失
一
件
伺
書
一
冊
、
御
仕
置
附
書
付
一
通
、
外
ニ
覚
書
一
通
、

為
御
扣
相
廻
申
候
、
御
順
達
被
下
候
、
以
上
、

十
月
十
八
日	

土（
寺
社
奉
行
土
屋
篤
直
）

屋
能
登
守

牧（
寺
社
奉
行
牧
野
貞
長
）

越
中
守
様

太（
同
　
太
田
資
愛
）
備
中
守
様

土（
同
　
土
岐
定
経
）
美
濃
守
様

（
改
頁
）

未
十
月
十
六
日
佐

（
老
中
板
倉
勝
清
）

渡
守
へ
直
達
、
御
仕
置
付
一
冊
添

上
野　
　

御
廟
銅
塀
銅
瓦
紛
失
之
義

（
マ
マ
）ニ
付
、
御
別
当
大
慈
院
其
外
境
内
之
も
の
共
吟
味
伺
書
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土
屋
能
登
守

（
改
頁
）

当
七
月
廿
七
日
申
上
候
上
野　
　

常
憲
院
様　

御
廟
東
之
方
銅
塀
棟
瓦
状
銅
瓦
紛
失
仕
候
義
ニ
付
、
御
別
当
大
慈
院
其
外
境
内
之

も
の
共
、
夫
々
吟
味
仕
候
趣
、
左
之
通
ニ
御
座
候
、

（
中
略
）

右
吟
味
仕
候
趣
、
書
面
之
通
御
座
候
、
御
仕
置
之
義
、
黄
紙
附
札
ヲ
以
奉
伺
候
、

未
十
月
」

〔
史
料
８
〕
に
よ
れ
ば
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
十
月
一
六
日
、
寺
社
奉
行
土
尾
能
登
守
（
篤
直
）
は
、
老
中
板
倉
佐
渡
守
（
勝
清
）

に
、
一
冊
の
吟
味
伺
書
に
御
仕
置
付
一
冊
を
添
え
て
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
上
野
御
廟
の
銅
塀
銅
瓦
が
紛
失
し
た
件
に
つ
き
、
関

係
者
の
吟
味
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
処
罰
案
を
老
中
に
上
申
し
、
指
示
を
仰
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
吟
味
伺
書
提
出
の
二
日
後
の
十
月

一
八
日
、
土
屋
能
登
守
は
同
役
奉
行
た
ち
に
手
紙
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
老
中
に
提
出
し
た
吟
味
伺
書
一
冊
と
御
仕
置
附
書

付
一
通
、
そ
れ
に
覚
書
一
通
を
、
同
役
奉
行
た
ち
に
控
え
と
し
て
写
し
を
と
ら
せ
る
た
め
回
覧
し
た
旨
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

注
目
す
べ
き
は
、「
此
間
御
相
談
申
上
候
…
…
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
土
屋
能
登
守
は
、
老
中
に
提
出
し
た
吟
味
伺
書
お

よ
び
御
仕
置
附
書
付
に
つ
い
て
、
提
出
前
に
同
役
奉
行
た
ち
に
「
相
談
」
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
役
奉
行
た
ち
に
「
相
談
」
し

了
承
を
得
た
う
え
で
土
屋
能
登
守
は
、
吟
味
伺
書
、
御
仕
置
附
書
付
を
老
中
に
提
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
祠
部
職
掌
類
聚　

相
談
書　

安
永
七
戊
年
従
正
月
至
十
一
月
』
所
収
「
旅
商
人
口
論
之
上
壱
人
相
果
候
一

件
」）11
（

に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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〔
史
料
９
〕

「	
以
手
紙
得
貴
意
候
、
然
ハ
越
国
四
日
市
村
ニ
て
、
旅
商
人
口
論
之
上
壱
人
相
果
候
一
件
吟
味
伺
書
、
順
達
仕
候
、
思
召
被
仰
聞
可

被
下
候
、
以
上
、

二
月
十
九
日	

牧（
寺
社
奉
行
牧
野
惟
成
）

野
豊
前
守

阿（
寺
社
奉
行
阿
部
正
倫
）

備
中
守
様　
　

存
寄
無
御
座
候

戸（
同
　
戸
田
忠
寛
）
因
幡
守
様　
　

存
寄
無
御
座
候

太（
同
　
太
田
資
愛
）
備
後
守
様

土（
同
　
土
岐
定
経
）
美
濃
守
様
」

〔
史
料
９
〕
か
ら
、
寺
社
奉
行
牧
野
豊
前
守
（
惟
成
）
が
老
中
に
提
出
す
る
予
定
の
越
後
国
の
「
旅
商
人
口
論
之
上
壱
人
相
果
候
一
件
」

に
関
す
る
吟
味
伺
書
を
回
覧
し
て
、
同
役
奉
行
た
ち
に
意
見
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
祠
部
職
掌
類
聚　

手
限
吟
味
伺
之
上

裁
許
之
部
』）11
（

（
二
冊
）、『
祠
部
職
掌
類
聚　

手
限
吟
味
伺
之
上
御
仕
置
申
渡
留
』）11
（

（
二
冊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
量
の
吟
味
伺
書
、
御
仕

置
附
書
付
は
、
い
ず
れ
も
こ
う
し
た
「
相
談
」、
評
議
に
よ
り
同
役
奉
行
た
ち
の
承
認
を
得
て
い
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。〔
史

料
７
〕
の
第
三
条
に
、
伺
書
は
内
寄
合
で
読
み
上
げ
て
評
議
す
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、〔
史
料
9
〕
は
、
越
後
村
上
藩
領
主
内
藤
紀
伊
守
（
信
凭
）
よ
り
提
出
さ
れ
た
刑
事
事
件
に
関
す
る
上
申
書
を
、
老
中
が

担
当
奉
行
で
あ
る
寺
社
奉
行
牧
野
豊
前
守
に
下
付
（「
吟
味
下
り
」）
し
て
吟
味
を
命
じ
た
事
件
に
つ
い
て
、
牧
野
豊
前
守
が
吟
味
の
結
果

を
吟
味
伺
書
と
し
て
ま
と
め
上
げ
、
同
役
奉
行
た
ち
に
回
覧
し
て
意
見
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
役
た
ち
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
こ



立
命
館
法
学 

二
〇
二
五
年
一
号
（
四
一
九
号
）

三
二

の
ま
ま
老
中
に
提
出
さ
れ
、
老
中
の
承
認
（
指
示
）
を
得
て
判
決
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
領
他
支
配
関
連
事
件
に
つ
い
て
領
主

か
ら
老
中
に
奉
行
所
吟
味
願
が
出
さ
れ
た
場
合
、
老
中
は
「
吟
味
下
り
」
に
よ
り
所
定
の
奉
行
に
吟
味
を
命
じ
た
）
11
（

。
平
松
義
郎
氏
が
、

「
他
領
他
支
配
関
連
事
件
が
領
主
か
ら
の
奉
行
所
吟
味
願
に
よ
っ
て
幕
府
に
移
さ
れ
」
た
場
合
は
「
掛
奉
行
単
独
の
裁
判
と
な
る）11
（

」
と

い
わ
れ
る
場
合
の
「
単
独
の
裁
判
」
と
は
、
上
に
述
べ
た
よ
う
な
同
役
奉
行
た
ち
と
の
「
相
談
」、
評
議
を
経
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

四　

こ
う
し
て
見
る
と
、
寺
社
奉
行
所
の
裁
判
に
お
い
て
も
、
評
定
所
公
事
の
場
合
と
同
様
、
同
役
奉
行
た
ち
に
よ
る
「
相
談
」、
評

議
と
い
う
、
仲
間
の
間
で
の
水
平
的
な
議
論
で
判
決
が
決
定
さ
れ
申
渡
さ
れ
る
場
合
と
、
仲
間
の
間
で
の
水
平
的
な
議
論
に
加
え
て
、
上

級
機
関
に
伺
い
そ
の
指
令
（
指
示
）
を
仰
ぐ
と
い
う
垂
直
的
な
や
り
と
り
を
経
て
判
決
が
決
ま
り
、
裁
判
が
終
結
す
る
場
合
と
い
う
二

つ
の
裁
判
の
類
型
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、「
仲
間
の
間
で
の
水
平
的
な
議
論
」
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
そ
の
取
扱
い
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。『
同
役
一

座
申
合
』
二
、
五
「
手
限
物
以
来
取
計
方
之
儀
ニ
付
伺
書）1（
（

」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
10
〕

「	『
亥（
朱
）六
月
廿
二
日
越
中
守
殿
江
直
達
、
同
廿
八
日
承
附
候
様
直
御
達
、
承
附
い
た
し
翌
廿
九
日
御
同
人
江
直
再
達
』

手
限
物
以
来
取
計
方
之
儀
ニ
付
伺
書

書
面
伺
之
通
可
仕
旨
被
仰
聞
、
承
知
仕
候
、

亥
六
月
廿
八
日	

寺
社
奉
行

私
共
手
限
吟
味
物
裁
許
并
御
仕
置
御
咎
と
も
伺
物
は
勿
論
、
不
伺
物
其
外
諸
家
よ
り
問
合
之
挨
拶
書
等
、
都
て
同
役
共
相
談
之
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上
取
計
来
候
処
、
町
奉
行
、
御
勘
定
奉
行
ニ
て
ハ
、
手
限
之
分
、
同
役
と
も
相
談
不
致
取
計
候
ニ
付
、
格
別
手
廻
し
ニ
も
相
成

候
趣
に
御
座
候
、
依
之
、
私
と
も
懸
り
手
限
り
裁
許
、
御
仕
置
御
咎
、
其
外
問
合
之
挨
拶
等
、
御
定
江
寄
候
も
の
、
又
ハ
相
当

之
例
有
之
、
致
治
定
振
候
儀
無
之
分
は
、
以
来
不
致
相
談
、
伺
其
外
不
伺
物
も
銘
々
取
計
候
様
相
心
得
、
格
別
入
組
候
裁
許
物

或
ハ
御
仕
置
御
咎
之
当
り
、
其
外
都
て
不
致
決
着
分
ハ
、
是
迄
之
通
相
談
い
た
し
、
銘
々
之
了
簡
を
も
差
加
、
取
究
候
之
様
可

仕
候
や
、

右
之
通
取
究
候
ハ
ゝ
、
格
別
手
廻
し
ニ
も
可
相
成
と
奉
存
候
、
是
迄
之
仕
来
り
相
改
候
儀
ニ
付
、
此
度
相
窺
申
候
、

亥
六
月
」

〔
史
料
10
〕
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
六
月
二
二
日
、
寺
社
奉
行
が
手
限
吟
味
物
や
諸
大
名
よ
り
の
問
合
わ
せ
に
対
す
る
返
答
書

（「
挨
拶
書
」）
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
老
中
に
提
出
し
た
伺
書
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寺
社
奉
行
は
次
の
よ
う
に
老
中
に
伺
っ
て
い
る
。「
私
ど
も
は
、
手
限
吟
味
物
の
裁
許
な
ら
び
に
御
仕
置
御
咎
と
も
、

伺
う
も
の
は
勿
論
、
伺
わ
ぬ
も
の
も
、
そ
の
ほ
か
諸
家
よ
り
の
問
合
わ
せ
に
対
す
る
応
答
等
、
す
べ
て
同
役
奉
行
た
ち
に
相
談
の
う
え

取
計
ら
っ
て
来
ま
し
た
が
、
町
奉
行
、
勘
定
奉
行
は
、
手
限
の
分
は
相
談
せ
ず
取
計
ら
っ
て
お
り
、
格
別
に
処
理
も
早
い
で
す
。
そ
こ

で
私
ど
も
の
手
限
裁
許
、
御
仕
置
御
咎
、
そ
の
ほ
か
諸
家
よ
り
の
問
合
わ
せ
へ
の
対
応
は
、
御
定
に
よ
る
も
の
、
ま
た
は
相
当
の
例
が

あ
り
、
取
扱
い
も
定
ま
っ
て
い
て
寺
社
奉
行
が
決
定
し
て
も
差
障
り
の
な
い
も
の
は
、
今
後
は
相
談
せ
ず
、
伺
う
も
の
も
伺
わ
な
い
も

の
も
、
銘
々
が
取
計
ら
う
よ
う
心
得
、
格
別
入
組
ん
で
い
る
裁
許
物
あ
る
い
は
御
仕
置
御
咎
、
そ
の
ほ
か
す
べ
て
決
着
し
な
い
分
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
相
談
し
、
銘
々
の
意
見
を
加
味
し
て
取
り
決
め
る
よ
う
に
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
右
の
通
り
決
め
た
な
ら
、
格
別
処
理
も

早
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
仕
来
り
を
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
た
び
伺
い
申
し
上
げ
ま
す
」。



立
命
館
法
学 

二
〇
二
五
年
一
号
（
四
一
九
号
）

三
四

以
上
の
寺
社
奉
行
よ
り
の
伺
書
に
対
し
、
同
年
六
月
二
八
日
、
老
中
松
平
定
信
よ
り
、
伺
の
通
り
す
る
よ
う
に
と
下
知
（
指
令
）
が

あ
り
、
翌
二
九
日
に
寺
社
奉
行
は
「
承
附
」（
承
知
し
た
旨
の
返
事
）
を
老
中
に
差
出
し
た
。

以
上
が
〔
史
料
10
〕
の
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
寺
社
奉
行
が
、
町
奉
行
、
勘
定
奉
行
は
手
限
の
分
に
つ
い
て
は
同
役
奉
行
に
「
相

談
」
せ
ず
に
取
り
計
ら
っ
て
い
る
の
で
、
寺
社
奉
行
で
も
そ
う
し
た
い
と
老
中
に
伺
い
、
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
手
限
吟

味
物
等
の
処
理
の
迅
速
化
の
た
め
に
同
役
奉
行
た
ち
へ
の
「
相
談
」
を
省
略
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な

お
さ
ず
「
相
談
書
」
の
省
略
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
大
き
な
変
化
と
い
え
よ
う
。
寛
政
期
に
行
な
わ
れ
た
幕
府
の
諸
書
類
簡
略
化
政

策
）
11
（

や
文
書
管
理
改
革）11
（

な
ど
の
公
文
書
政
策）11
（

の
展
開
の
な
か
で
、
寺
社
奉
行
の
こ
の
伺
い
も
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
、
入
り
組
ん
だ
事
件
や
結
着
が
む
ず
か
し
い
事
件
、
す
な
わ
ち
「
難
事
件
」
は
従
来
通
り
「
相
談
」
す
る
、
と
あ
る
。「
難

事
件
」
や
「
内
寄
合
公
事
」
に
つ
い
て
の
「
相
談
書
」
の
果
す
役
割
は
こ
れ
ま
で
と
異
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寺
社
奉
行
の
伺

書
の
中
に
、「
御
定
に
よ
る
も
の
、
ま
た
は
相
当
の
例
が
あ
り
、
取
扱
い
も
定
ま
っ
て
お
り
、
寺
社
奉
行
が
決
定
し
て
も
差
障
り
の
な
い

も
の
は
、
今
後
は
相
談
せ
ず
…
…
銘
々
が
取
計
ら
う
よ
う
心
得
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
相
談
書
」
に
よ
る
「
相
談
」
は
、
奉
行
の
単

独
決
定
に
よ
り
生
じ
る
差
障
り

―
幕
府
法
秩
序
全
体
の
中
で
の
不
調
和

―
を
防
止
す
る
こ
と
が
大
き
な
ね
ら
い
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

第
二
項
　「
相
談
」
と
判
決
申
渡
し

一　

前
項
で
引
用
し
た
『
祠
部
職
掌
類
聚　

内
寄
合
公
事
伺
無
之
裁
許
之
部
』（
一
冊
）
お
よ
び
『
祠
部
職
掌
類
聚　

手
限
吟
味
伺
無

之
裁
許
之
部
』（
二
冊
）
に
は
、
上
級
機
関
（
老
中
）
に
伺
わ
ず
に
、
担
当
寺
社
奉
行
が
同
役
奉
行
た
ち
と
内
寄
合
に
お
い
て
「
相
談
」
の
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う
え
判
決
を
申
渡
し
た
内
寄
合
公
事
お
よ
び
手
限
吟
味
物
の
事
例
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
そ
れ
ら
を
表
に
す
る
と
表
（
二
）
の

如
く
で
あ
る
。

表
（
二
）
に
よ
り
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。

㈠ 

表
（
二
）
２
、
４
、
（1
、
11
、
11
番
は
、
い
ず
れ
も
「
相
談
」
が
な
さ
れ
た
そ
の
日
に
判
決
申
渡
し
が
な
さ
れ
て
い
る
（「
即
日

裁
許
」）。
さ
ら
に
、「
即
日
裁
許
」
で
は
な
い
が
、「
相
談
」
の
翌
日
、
翌
々
日
に
裁
許
を
申
渡
し
た
事
例
も
見
ら
れ
る
（
（1
、
11
番
）。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、「
相
談
」
日
が
不
明
の
事
例
、
あ
る
い
は
「
相
談
」
月
は
分
か
る
が
「
相
談
」
日
ま
で
は
分

か
ら
な
い
事
例
の
な
か
に
は
、「
相
談
」
日
に
た
だ
ち
に
判
決
申
渡
し
が
行
わ
れ
た
事
例
、
あ
る
い
は
判
決
申
渡
し
日
以
前
の
比
較
的
近

い
日
に
内
寄
合
で
「
相
談
」
が
な
さ
れ
、
数
日
後
に
判
決
申
渡
し
が
な
さ
れ
た
事
例
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

㈡ 

「
難
事
件
」
に
つ
い
て
は
「
相
談
書
」
を
回
覧
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
項
で
述
べ
た）11
（

。
1
番
「
金
子
か
た
り
懸

一
件
」
の
「
相
談
書
」
の
欄
外
に
、「
天
明
四
甲
辰
八
月
廿
三
日
、
同
役
衆
江
為
相
談
相
廻
シ
、
何
も
存
寄
無
之
候
旨
返
却
」
と
添
書
が

あ
り
、
11
番
「
公
事
合
之
儀
取
持
候
一
件
」
の
「
相
談
書
」
の
欄
外
に
、「
寛
政
八
丙
辰
年
三
月
中
廻
シ
之
上
相
済
、
同
七
月
廿
九
日
落

着
」
と
添
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
「
難
事
件
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㈢ 

上
記
㈠
、
㈡
を
前
提
に
す
る
と
、
寺
社
奉
行
所
の
裁
判
は
、「
難
事
件
」
な
ど
若
干
の
例
外
を
除
け
ば
、
そ
の
大
半
は
内
寄
合
に

お
け
る
相
談
日
の
当
日
あ
る
い
は
相
談
日
か
ら
数
日
以
内
、
遅
く
と
も
一
カ
月
以
内
に
判
決
申
渡
し
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。「
評
定
所
公
事
」
の
場
合
も
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
状
況
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

二　

次
項
で
見
る
よ
う
に
、「
相
談
書
」
の
回
覧
期
間
は
全
体
的
に
見
る
と
数
日
間
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
上
述
し
た
相
談
日
か
ら
判
決

申
渡
し
ま
で
の
期
間
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
全
体
と
し
て
奉
行
た
ち
が
判
決
を
め
ぐ
り
審
議
し
決
定
し
判
決
申
渡
し
を
行
う
ま
で
の
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表（二）内寄合公事・手限吟味物の相談日と判決申渡し日

事件名 相談日 判決申渡し日
（ 職分妨出入 不明 寛政1． 1．11
1 地代金出入 寛政1．（（．（1 同 1．（（．（1
1 対談破候出入 不明 同 1． 1．（1
1 内済異変出入 寛政1． 1．（1 同 1． 1 ．（1
1 猥りに葬式取計候出入 同 1． 1 同 1． 1．（1
1 金子かたり懸一件 天明1． 1．11廻シ 天明1．（1．11
1 離檀願一件 同 1． 1．（1 同 1． 1 ．1（

1
身分之儀ニ付品々申立駈込訴い
たし候一件

同 1． 1 同 1． 1．（（

1 修験跡役之儀訴出候一件 同 1． 1．11（ママ） 同 1． 1．（1

（1
地頭非分之由申立駈込訴状差出
候一件

同 1． 1． 1 同 1． 1．11

（（ 御赦ニ成候もの帰住難渋出入
同 1． （．（1
同 1． 1 ．再相談 同 1． 1．11

（1 離壇出入 同 1． 1． 1 同 1． 1． 1
（1 紛敷興業致候一件 同 1．（1．11（ママ） 同 1．（1．11
（1 文珠堂再建出入 同 1．（（ 同 1．（（．11
（1 御霊屋料金貸附金納方一件 寛政（． 1．（1 寛政（． 1． 1
（1 同上ニ付吟味有之一件 同 （． 1． 1 同 （． 1．11

（1
旅宿江内拝之張札いたし置候一
件

不明 同 （． 1．（1

（1 富くじ興業一件 寛政（．（（．11 同 （．（1． 1

（1
家主外弐人取斗方之儀ニ付品々
申立候一件

同 1．（1．11 同 1．（1．11

11 盗品質置候一件 同 1． 1．1（ママ） 同 1． 1． 1

1（
後住相談之儀ニ付及理不尽候旨
申立駈込訴いたし候一件

同 1． 1 同 1． 1． 1

11 地所之儀ニ付一件 同 1．（（．（1 同 1．（（．11
11 紛失物之儀ニ付一件 同 1．（1． 1 同 1．（1． 1
11 楊弓場賭銭取遣いたし候一件 同 1． （．（1 同 1． （ ．（1
11 屋敷地改之儀一件 同 1． （．11 同 1． 1 ．（1
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事件名 相談日 判決申渡し日

11
甲州慈雲寺、美和明神神主外四
人儀を申立候一件

同 1．（1．11 同 1．（（． 1

11 社領之儀ニ付申立候一件 不明 同 1． 1． 1

11
触頭取計方之儀ニ付品々申立候
一件

寛政1．（（ 同 1．（1．11

11
町方江出開帳ニ紛敷取計いたし
候一件

不明 同 1．（1． 1

11 公事合之儀取持候一件 寛政1． 1 廻シ 同 1． 1．11
1（ 駈込訴訟一件 不明 同 1． 1．11
11 女犯僧一件 不明 同 1． 1．（1
11 身分之儀一件 不明 同 1．（1．11

註	（ 	出典は、（～1番は『近世法制史料集成』第二期、11／（11‒1（、『祠部職
掌類聚 内寄合公事伺無之裁許之部』（1111）、1～11番は、同上11／
（11‒1（、『祠部職掌類聚 手限吟味伺無之裁許之部』（1111）、11～11番は、
同上、11／（11‒11、『同上』（1111）である。

註	1 	判決申渡し日が相談日より前になっているという、ありえない記述例が
若干見られる。これらは下役人の誤写によるものであろう。

註	1 	判決申渡し後ただちに請証文の提出を命じられていることを踏まえて、判
決申渡し日が明記されていないものについては、請証文の日付を判決申
渡し日として採用した。

註	1 	1、11番の「廻シ」とは相談書の回覧の意である。
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期
間
は
、
そ
れ
ほ
ど
長
い
と
は
い
え
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
幕
府
が
く
り
返
し
注
意
を
促
し
た
訴
訟
遅
延
の
問
題）11
（

は
、

奉
行
た
ち
の
判
決
を
め
ぐ
る
審
議
（「
相
談
」、
評
議
）
か
ら
判
決
申
渡
し
ま
で
の
期
間
の
長
さ
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
以
前
の
下
役
人
に

よ
る
事
件
の
吟
味
に
か
か
る
時
間
の
長
さ
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。「
評
定
所
公
事
」
や
「
内
寄
合
公
事
」

「
手
限
吟
味
物
」
の
吟
味
を
実
際
に
担
っ
た
の
は
、
評
定
所
留
役
や
寺
社
奉
行
吟
味
物
調
役
、
与
力
等
の
下
役
人
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
人

数
の
役
人
で
大
量
の
事
件
の
吟
味
を
担
当
し
、
多
数
の
人
的
証
拠
、
物
的
証
拠
を
調
べ
よ
う
と
す
る
と
、
お
の
ず
と
一
定
の
時
間
が
必

要
と
さ
れ
よ
う
。

し
か
し
、
事
件
の
当
事
者
、
関
係
者
に
と
っ
て
は
訴
訟
遅
延
に
よ
る
江
戸
滞
在
あ
る
い
は
長
期
在
牢
は
大
き
な
苦
痛
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
生
み
出
し
た）11
（

。
訴
訟
遅
延
が
減
少
し
た
と
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
訴
訟
遅
延
の
問
題
は

幕
末
ま
で
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た）11
（

。
訴
訟
遅
延
の
問
題
が
、
上
述
の
よ
う
に
、奉
行
に
よ
る
審
理
の
遅
延
の
問
題
で
は
な
く
、
下

役
人
に
よ
る
吟
味
の
遅
延
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
と
、そ
の
背
景
要
因
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）11
（

。

註（
（
） 

こ
こ
で
言
う
同
役
の
奉
行
と
は
、
寺
社
奉
行
の
場
合
は
同
じ
寺
社
奉
行
（
四
名
）、
町
奉
行
の
場
合
は
南
北
の
町
奉
行
（
二
名
）、
勘
定
奉
行

の
場
合
は
公
事
方
勘
定
奉
行
（
二
名
）
を
意
味
し
、
そ
れ
以
外
の
全
国
各
地
の
奉
行
は
含
ま
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
江
戸
の
三
奉
行
に
対
し

「
相
談
書
」
を
発
す
る
地
位
に
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
（
） 

中
田
薫
「
古
法
雑
観
」（『
法
制
史
研
究
』
一
、
一
九
五
一
年
、
四
〇
頁
。
本
論
文
は
の
ち
に
、
中
田
『
法
制
史
論
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
一
年
、
に
収
録
さ
れ
る
（
六
〇
頁
））、
中
田
『
法
制
史
論
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
六
〇
二
頁
。

（
（
） 

小
早
川
欣
吾
『
増
補
近
世
民
事
訴
訟
制
度
の
研
究
』
名
著
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
五
九
五
、
五
九
六
、
五
九
八
、
五
九
九
頁
。
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（
（
） 

平
松
義
郎
「
近
世
法
」（
朝
尾
直
弘
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
（（
、
近
世
３
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
、
三
四
一
頁
）。
本
論
文
は

の
ち
に
、
平
松
『
江
戸
の
罪
と
罰
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
、
に
収
録
さ
れ
る
（
二
二
頁
）。

（
（
） 
平
松
義
郎
『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
六
〇
年
、
八
四
二
頁
註（
４
）。

（
（
） 
平
松
義
郎
「
裁
許
留
解
題
」（
平
松
義
郎
監
修
・
京
都
大
学
日
本
法
史
研
究
会
編
『
近
世
法
制
史
料
集
』
第
一
巻
、
創
文
社
、
一
九
七
三
年
、

二
六
、
二
七
頁
。

（
（
） 

石
井
良
助
『
続
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
創
文
社
、
一
九
八
五
年
、
三
三
八
頁
。

（
（
） 

石
井
良
助
『
新
編
江
戸
時
代
漫
筆
』
上
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
、
一
二
頁
。

（
（
） 

藤
井
譲
治
『
江
戸
時
代
の
官
僚
制
』
青
木
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一
九
九
頁
。

（
（0
） 

杉
本
史
子
『
近
世
政
治
空
間
論　

裁
き
・
公
・「
日
本
」』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
、
一
一
五
、
一
三
九
、
一
四
四
頁
。

（
（（
） 

神
保
文
夫
『
近
世
法
実
務
の
研
究
』
下
、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
二
年
、
三
八
～
四
〇
頁
。
な
お
、
神
保
氏
は
武
家
懸
貸
金
出
入
に
関
す
る
町

奉
行
の
「
相
談
書
」
の
年
月
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
神
保
『
同
上
書
』
上
、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
二
年
、
四
六
八
頁
）。

（
（（
） 

坂
本
忠
久
「
近
世
の
行
政
法
規
の
特
色
と
そ
の
機
能
に
関
す
る
一
試
論

―
『
張
紙
留
』
を
素
材
と
し
て

―
」（『
法
学
』
第
八
十
八
巻
第

四
号
、
二
〇
二
五
年
、
二
二
二
～
二
二
四
頁
）。

（
（（
） 

た
と
え
ば
、
中
田
薫
氏
は
近
世
の
債
務
保
証
の
考
察
に
さ
い
し
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
「
相
談
書
」
を
用
い
て
い
る
（
中
田
『
法
制

史
論
集
』
第
三
巻
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
一
五
二
、
一
五
三
頁
）。
ま
た
、
質
入
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）、

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
の
「
相
談
書
」
を
用
い
て
い
る
（
中
田
・
註（
２
）『
法
制
史
論
集
』
第
二
巻
、
五
三
六
、
五
三
七
頁
）。
金
田
平
一
郎

氏
は
評
定
所
へ
の
出
訴
手
続
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し
、
安
永
（
一
七
七
二
～
一
七
八
〇
）
前
後
の
「
相
談
書
」
を
用
い
て
い
る
（
金
田
「
徳
川

時
代
の
特
別
民
事
訴
訟
法
（
一
）

―
金
公
事
の
研
究

―
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
四
二
巻
第
十
一
号
、
一
九
二
八
年
、
一
七
八
頁
））。
ま
た
、

度
掛
公
事
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し
、
嘉
永
（
一
八
四
八
～
一
八
五
三
）
年
間
の
「
相
談
書
」
を
用
い
て
お
り
、
債
務
の
引
受
け
に
関
す
る
考
察

に
さ
い
し
、
安
永
年
間
の
「
相
談
書
」
を
用
い
て
い
る
（
金
田
「
徳
川
時
代
に
於
け
る
債
権
及
び
債
務
の
移
転
」（『
法
政
研
究
』
第
一
巻
第
一
号
、

一
九
三
一
年
、
一
九
頁
註（
11
）、
六
二
、
六
三
頁
））。
Ｊ
・
Ｈ
・
ウ
ィ
グ
モ
ア
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
判
例
法
の
発
達
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し
、
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二
〇
二
五
年
一
号
（
四
一
九
号
）

四
〇

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
の
「
相
談
書
」
を
用
い
て
い
る
（A

	Panoram
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）。
ま
た
、
高
柳
真
三
氏
は
、
欠
落
人
の
債
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二

八
）
の
「
相
談
書
」
を
、
さ
ら
に
追
放
も
の
の
御
構
場
所
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し
て
は
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
の
「
相
談
書
」
を
、
そ
れ

ぞ
れ
用
い
て
い
る
（
高
柳
『
江
戸
時
代
の
罪
と
刑
罰
抄
説
』
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
、
一
一
四
、
一
九
一
、
一
九
二
頁
）。
石
井
良
助
氏
は
、
座

頭
共
貸
金
証
文
の
取
扱
い
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
「
相
談
書
」
を
用
い
て
い
る
（
石
井
『
近
世
取
引
法
史
』
創

文
社
、
一
九
八
二
年
、
三
八
〇
、
三
八
一
頁
）。
薮
利
和
氏
は
、
家
質
金
弁
済
期
限
の
規
定
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

の
「
相
談
書
」
を
用
い
て
い
る
（
薮
「『
公
事
方
御
定
書
下
巻
』
の
改
廃
に
つ
い
て
（
二
）」（『
法
学
』
第
四
三
巻
第
三
号
、
一
九
七
九
年
、
一
一

二
～
一
一
四
頁
）」）。
神
保
文
夫
氏
は
、
諸
借
金
出
入
の
弁
済
期
限
改
革
の
提
案
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
の
「
相

談
書
」
を
用
い
て
い
る
（
神
保
・
註（
（（
）『
近
世
法
実
務
の
研
究
』
上
、
三
八
六
、
三
八
七
頁
）。
坂
本
忠
久
氏
は
、
農
民
に
対
す
る
過
料
の
取

立
て
方
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
「
相
談
書
」
を
用
い
、
さ
ら
に
質
地
出
入
の
取
扱
い
に
関
す
る
考
察
に
さ
い
し

て
は
、
安
永
一
〇
年
（
天
明
元
年
、
一
七
八
一
）、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
「
相
談
書
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て
い
る
（
坂
本
・
註（
（1
）「
近

世
の
行
政
法
規
の
特
色
と
そ
の
機
能
に
関
す
る
一
試
論

―
『
張
紙
留
』
を
素
材
と
し
て

―
」
二
三
二
、
二
三
三
、
二
四
七
～
二
五
二
頁
）。

（
（（
） 

大
平
祐
一
「
江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
と
『
相
談
書
』
―『
裁
判
官
に
よ
る
法
創
造
』―
」（『
立
命
館
法
学
』
第
四
一
三
号
、
二
〇
二
四
年
）。

（
（（
） 

以
上
、
平
松
・
註（
５
）『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
四
三
一
、
四
三
二
頁
。

（
（（
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
平
祐
一
『
近
世
日
本
の
訴
訟
と
法
』
創
文
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
四
頁
を
参
照
。

（
（（
） 

平
松
・
註（
５
）『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
四
三
一
頁
。

（
（（
） 

石
井
良
助
『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
創
文
社
、
一
九
八
四
年
、
二
四
六
頁
。
な
お
、
平
松
・
註（
５
）『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
四
四
四

頁
、
神
保
・
註（
（（
）『
近
世
法
実
務
の
研
究
』
下
、
六
六
〇
、
六
六
一
頁
を
も
参
照
。

（
（（
） 

平
松
・
註（
５
）『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
四
四
〇
頁
。

（
（0
） 

平
松
『
同
上
書
』
四
四
八
頁
。

（
（（
） 

石
井
・
註（
（1
）『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
一
六
一
頁
。



江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
と
「
相
談
書
」（
一
）（
大
平
）

四
一

（
（（
） 

中
田
薫
『
法
制
史
論
集
』
第
三
巻
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
九
〇
一
頁
。

（
（（
） 

杉
本
・
註（
（1
）『
近
世
政
治
空
間
論　

裁
き
・
公
・「
日
本
」』
一
四
八
、
一
四
九
頁
。

（
（（
） 
寛
政
八
年
三
月
「
日
光
山
御
門
主
家
来
公
事
合
之
儀
取
持
候
一
件
」
に
つ
い
て
の
寺
社
奉
行
松
平
右
京
亮
（
輝
和
）
の
「
相
談
書
」
に
、「
別

紙
請
証
文
案
を
以
、
及
御
相
談
候
」
と
あ
り
（
吉
田
徳
夫
・
小
椋
孝
士
編
『
近
世
法
制
史
資
料
集
成
』（
以
下
、『
資
料
集
成
』
と
略
称
）
科
学
書

院
、
第
四
期
、
11
／
109‒

11
（『
資
料
集
成
』
目
録
に
記
さ
れ
た
史
料
番
号
）、『
祠
部
職
掌
類
聚　

手
限
吟
味
伺
無
之
裁
許
之
部
』（
四
〇
五
三
）

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
フ
ァ
イ
ル
番
号
）
三
二
頁
）、
下
役
人
が
準
備
し
た
請
証
文
案
が
「
相
談
」
の
場
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、〔
史

料
３
〕
の
裁
許
請
証
文
（「
差
上
申
一
札
之
事
」）
の
日
付
は
寛
政
七
年
七
月
と
、
月
ま
で
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、〔
史
料
１
〕
の
冒
頭
に
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
件
は
七
月
二
五
日
に
裁
許
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、〔
史
料
３
〕
の
裁
許
請
証
文
は
、
裁
許
前
に
下
役
人
が
用
意
し
た

も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
段
階
で
ま
だ
「
案
」
で
あ
っ
た
た
め
日
付
け
が
入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

（
（（
） 

石
井
・
註（
（1
）『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
一
六
一
頁
。

（
（（
） 

『
資
料
集
成
』
第
四
期
、
11
／
106‒
11
（
四
〇
四
八
）
六
七
～
七
三
頁
。
な
お
、
以
下
で
は
合
字
体
の
「
ゟ
」
は
「
よ
り
」
に
、
助
詞
の
「
而
」、

「
盤
」、「
与
」、「
者
」、「
茂
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
て
」、「
は
」、「
と
」、「
は
」、「
も
」
と
記
し
た
。
平
出
は
二
字
空
け
た
。

（
（（
） 

同
上
、
七
四
、
七
五
頁
。

（
（（
） 

同
上
、
七
六
～
七
八
頁
。

（
（（
） 

こ
の
こ
と
は
〔
史
料
２
〕
と
〔
史
料
３
〕
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

（
（0
） 

も
っ
と
も
、〔
史
料
２
〕
の
「
申
渡
」
の
冒
頭
に
も
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
理
由
ら
し
き
文
言
が
示
さ
れ
て
い
る
。
中
田
薫
氏
が
示

さ
れ
た
裁
許
申
渡
に
も
、
冒
頭
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
理
由
ら
し
き
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
（
中
田
・
註（
11
）『
法
制
史
論
集
』
第
三
巻
下
、
九

〇
一
頁
参
照
）。

（
（（
） 

中
田
・
同
上
、
九
〇
二
頁
。

（
（（
） 

石
井
・
註（
（1
）『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
一
六
一
頁
。
な
お
、
石
井
・
註（
７
）『
続
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
二
三
三
頁
を
も
参
照
。

（
（（
） 

石
井
・
註（
（1
）『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
一
六
一
頁
。



立
命
館
法
学 

二
〇
二
五
年
一
号
（
四
一
九
号
）

四
二

（
（（
） 

石
井
氏
は
、「
こ
の
言
渡
（
判
決
の
こ
と

―
大
平
註
）
を
訴
訟
当
事
者
は
文
書
に
作
る
。
こ
れ
を
『
裁
許
請
証
文
』
と
い
う
」（
同
上
）
と

も
述
べ
て
お
り
、
法
廷
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
を
文
書
化
し
た
も
の
を
裁
許
請
証
文
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
表
現
を
し
て
い
る

が
、
裁
許
請
証
文
は
、
氏
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
請
状
」
で
あ
り
、
口
頭
で
申
渡
さ
れ
る
判
決
と
は
別
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
氏
が
示
さ
れ

た
判
決
と
請
状
（
裁
許
請
証
文
）
の
実
例
（
石
井
・
註（
（1
）『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
一
六
一
、
一
六
二
頁
）
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
（（
） 

神
保
・
註（
（（
）『
近
世
法
実
務
の
研
究
』
下
、
六
六
二
頁
。

（
（（
） 

「
相
談
書
」
に
は
長
文
の
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
、
奉
行
た
ち
は
行
政
官
で
も
あ
り
多
忙
を
極
め
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、「
簡
潔
」
の
も

つ
意
味
は
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
（（
） 

「
申
渡
」
と
「
裁
許
請
証
文
」
の
違
い
を
こ
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
と
は
い
え
な
い
場
合
も
な
か
に
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。『
裁
許
留
』
に
収
録

さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
「
評
定
所
留
」
の
一
例
か
ら
そ
の
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。「
評
定
所
留
」
と
は
、
杉
本
史
子
氏
に
よ
れ
ば
、「
裁

判
経
過
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
公
事
銘
、
訴
訟
方
・
相
手
方
の
支
配
関
係
・
住
所
・
氏
名
・
裁
判
経
過
」
そ
し
て
、
地
改
が
あ
る
場
合

は
地
改
担
当
者
名
等
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
杉
本
・
註（
（1
）『
近
世
政
治
空
間
論　

裁
き
・
公
・「
日
本
」』
一
〇
五
頁
）、
そ
こ
に
は
法
廷
で

申
渡
さ
れ
た
判
決
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
奉
行
の
「
申
渡
」
と
全
く
同
文
か
ど
う
か
は
断
定
し
え
な
い
が
、
判
決
と
し
て
の
基
本
的
内

容
は
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。『
裁
許
留
』
一
三
八
号
に
は
、
貸
銀
并
売
掛
出
入
に
関
す
る
「
評
定
所
留
」
お
よ
び
「
裁
許
請
証
文
」
が
収
録
さ

れ
て
い
る
（
四
五
六
～
四
五
九
頁
）。
両
者
を
比
較
し
て
見
る
と
、「
評
定
所
留
」
に
記
さ
れ
た
判
決
内
容
が
「
裁
許
請
証
文
」
の
文
面
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
（
た
だ
し
、
前
者
に
は
冒
頭
部
分
に
債
務
総
額
、
返
済
額
、
未
払
額
の
記
載
が
あ
り
、
後
者
に
は
末
尾
に
請
文
言
の
記

載
が
あ
る
）。
こ
う
し
て
見
る
と
、
法
廷
で
言
い
渡
さ
れ
る
奉
行
の
「
申
渡
」
と
、
そ
の
後
に
提
出
す
る
「
裁
許
請
証
文
」
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、

事
件
の
性
格
等

―
た
と
え
ば
複
雑
な
背
景
事
情
の
な
い
単
純
な
借
金
銀
、
売
掛
金
等
の
出
入
か
、
そ
れ
と
も
山
林
、
水
利
、
漁
場
等
の
利
用
を

め
ぐ
る
複
雑
な
背
景
事
情
の
あ
る
出
入
か
ど
う
か
と
い
う
点
等

―
、
他
の
要
素
も
考
慮
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
（（
） 

内
座
と
は
、
評
定
所
に
お
い
て
「
三
奉
行
が
出
席
し
て
評
議
、
相
談
な
ど
を
行
う
場
所
で
あ
る
」（
石
井
・
註（
（1
）『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』

二
三
七
、
二
三
八
頁
）。

（
（（
） 

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
。
な
お
、『
評
定
番
書
留
』
に
つ
い
て
は
、
本
間
修
平
「
江
戸
幕
府
目
付
の
評
定
番
に
つ
い
て
」（『
立



江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
と
「
相
談
書
」（
一
）（
大
平
）

四
三

命
館
法
学
』
第
三
三
三
・
三
三
四
号
、
二
〇
一
一
年
）
を
も
参
照
。

（
（0
） 

『
資
料
集
成
』
第
四
期
、
11
／
106‒

1（
、（
四
〇
四
七
）、
11
／
106‒

11
、（
四
〇
四
八
）。

（
（（
） 
同
上
、
11
／
106‒

1（
、（
四
〇
四
七
）
九
〇
頁
。

（
（（
） 
同
上
、
八
四
頁
。

（
（（
） 

同
上
、
八
〇
頁
。

（
（（
） 

『
資
料
集
成
』
第
四
期
、
11
／
106‒

11
、（
四
〇
四
八
）
八
一
頁
。

（
（（
） 

石
井
良
助
氏
は
、「
判
決
書
案
を
作
成
す
る
の
は
留
役
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
石
井
・
註（
（1
）『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
一
六
一
頁
）。

神
保
文
夫
氏
も
、
判
決
案
の
作
成
等
は
す
べ
て
下
役
人
が
行
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
神
保
・
註（
（（
）『
近
世
法
実
務
の
研
究
』
下
、
六
八
八
頁
）。

な
お
、
高
塩
博
氏
は
、
土
地
の
境
界
争
い
の
裁
判
に
お
い
て
、
繋
争
地
に
役
人
を
派
遣
し
て
実
地
検
証
（「
地
改
」）
が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
調

査
報
告
書
と
し
て
評
定
所
に
提
出
さ
れ
る
「
吟
味
伺
書
」
が
「
判
決
原
案
の
役
割
を
果
す
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
高
塩
博
「『
地

改
勤
方
留
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
つ
い
て
」（『
国
学
院
法
学
』
第
六
一
巻
第
三
号
、
二
〇
二
三
年
、
一
頁
）。）

（
（（
） 

平
松
・
註（
５
）『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
八
四
一
頁
。

（
（（
） 

藤
田
宙
靖
「
裁
判
官
と
学
者
の
間
で
」（『
中
央
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
七
巻
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一
一
頁
）

（
（（
） 

石
井
・
註（
７
）『
続
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
三
三
五
頁
、
神
保
・
註（
（1
）『
近
世
法
実
務
の
研
究
』
下
、
六
四
九
、
六
五
〇
頁
、
神
保
「
裁

判
制
度
」（
浅
古
弘
・
伊
藤
孝
夫
・
植
田
信
廣
・
神
保
文
夫
編
『
日
本
法
制
史
』
青
林
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
二
三
六
頁
）
等
参
照
。

（
（（
） 

『
資
料
集
成
』
第
四
期
、
11
／
107‒

1（
、（
四
〇
四
九
）。

（
（0
） 

同
上
、
11
／
109‒

1（
、（
四
〇
五
二
）、
11
／
109‒

11
、（
四
〇
五
三
）。

（
（（
） 

同
上
、
11
／
109‒

1（
、（
四
〇
五
二
）
八
〇
～
八
五
頁
。

（
（（
） 

同
上
、
11
／
109‒

1（
（
四
〇
五
二
）
一
四
一
～
一
四
四
頁
。

（
（（
） 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
一
三
九
、
一
四
〇
頁
。

（
（（
） 

こ
の
よ
う
な
任
務
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
古
く
は
寺
社
奉
行
（
大
名
）
の
家
臣
で
あ
る
寺
社
役
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
宝
暦
九
年
（
一



立
命
館
法
学 

二
〇
二
五
年
一
号
（
四
一
九
号
）

四
四

七
五
九
）
二
月
、
評
定
所
差
出
の
公
事
吟
味
の
た
め
、
評
定
所
留
役
が
寺
社
奉
行
宅
へ
一
人
ず
つ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
（『
徳
川
禁
令
考
』
前

集
第
三
、
一
四
〇
九
号
、
一
三
三
頁
、『
御
触
書
宝
暦
集
成
』
一
四
六
八
号
、
五
〇
九
頁
）、
内
寄
合
公
事
、
手
限
吟
味
物
に
つ
い
て
も
評
定
所
留

役
が
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
（『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
三
、
一
四
一
〇
号
一
三
三
、
一
三
四
頁
、
神
保
・
註（
（（
）『
近
世
法
実
務
の
研

究
』
下
、
四
〇
頁
）。
そ
れ
に
伴
な
い
証
文
の
取
調
べ
、
内
寄
合
で
の
読
み
上
げ
も
評
定
所
留
役
が
引
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、〔
史
料
７
〕
の
「
伺
」
と
同
年
同
月
の
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
八
月
に
、
評
定
所
留
役
四
人
が
「
寺
社
奉
行
手
附
」
を
命
じ
ら
れ
（
石

井
・
註（
（1
）『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
二
四
八
頁
）、
彼
ら
が
証
文
の
取
調
べ
、
内
寄
合
で
の
読
上
げ
の
任
務
を
引
継
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
任
務
は
そ
の
後
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
二
月
任
命
の
「
寺
社
奉
行
支
配
留
役
」（
同
八
年
に
「
寺
社
奉
行
吟
味
物
調
役
」
と
名
称
変

更
）（
石
井
・
註（
（1
）『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
二
四
八
～
二
五
二
頁
）、『
古
事
類
苑
』
官
位
部
三
、
三
八
九
頁
、
平
松
・
註（
５
）『
近
世
刑
事

訴
訟
法
の
研
究
』
四
二
一
頁
、
神
保
・
註（
（（
）『
近
世
法
実
務
の
研
究
』
下
、
四
五
頁
、
橋
本
誠
一
「
嘉
永
四
年
富
士
三
坊
一
件

―
寺
社
奉
行

内
寄
合
公
事
の
吟
味
手
続
」（『
法
学
』
第
八
八
巻
第
四
号
、
二
〇
二
五
年
、
三
〇
八
頁
）
等
を
参
照
）
に
引
継
が
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
（（
） 

『
資
料
集
成
』
第
二
期
、
（1
／
（1‒
（（
（
七
八
）
九
～
二
〇
頁
。
な
お
、
原
本
に
は
目
次
が
な
く
、
本
文
中
に
も
表
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
本
文
書
の
表
題
は
大
平
が
付
け
た
。

（
（（
） 

同
上
、
（1
／
（1‒

（1
（
八
二
）
二
一
、
二
二
頁
。
本
文
書
の
表
題
に
つ
い
て
は
前
註
に
同
じ
。

（
（（
） 

『
資
料
集
成
』
第
四
期
、
11
／
108‒

1（
（
四
〇
五
〇
）、
11
／
108‒

11
（
四
〇
五
一
）。

（
（（
） 

同
上
、
11
／
110‒

1（
（
四
〇
五
四
）、
11
／
110‒

11
（
四
〇
五
五
）。

（
（（
） 

平
松
・
註（
５
）『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
一
一
八
、
一
一
九
頁
。
な
お
、
布
施
弥
平
治
編
『
百
箇
條
調
書
』
第
一
巻
、
新
生
社
、
一
九

六
六
年
、
三
七
頁
を
も
参
照
。

（
（0
） 

平
松
・『
同
上
書
』
一
一
四
頁
。
な
お
、
他
領
他
支
配
関
連
事
件
の
裁
判
権
に
関
す
る
幕
府
の
「
自
分
仕
置
令
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
平
松
義

郎
氏
の
説
の
「
再
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
吉
田
正
志
『
仙
台
藩
刑
事
法
の
研
究
』
慈
学
舎
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
二
五
頁
）。

（
（（
） 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
五
頁
。

（
（（
） 

寛
政
期
に
諸
書
類
簡
略
化
（「
諸
調
物
簡
易
ニ
可
致
事
」）
と
い
う
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
杉
本
史
子
氏
の
指
摘
が
注
目
さ
れ



江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
と
「
相
談
書
」（
一
）（
大
平
）

四
五

る
。
氏
は
「
論
所
取
扱
準
則
」（
年
不
詳
）
の
記
述
（『
徳
川
禁
令
考
』
後
集
第
一
、
三
六
七
頁
）
を
手
が
か
り
に
し
て
、
地
改
裁
許
で
「
請
証
文

裁
許
」
と
な
る
一
件
は
、
従
来
「
相
談
書
」
を
読
み
上
げ
て
い
た
が
、「
諸
書
類
簡
略
化
の
時
期
に
、「
相
談
書
」
の
読
み
上
げ
は
不
用
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、「
相
談
書
」
読
み
上
げ
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
廃
止
さ
れ
た
と
述
べ
（
杉
本
・
註（
（1
）『
近
世
政
治
空
間
論　

裁
き
・
公
・

「
日
本
」』
一
三
九
頁
）、「
諸
書
類
簡
略
化
」
政
策
が
寛
政
九
年
に
は
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。『
幕
末
御
仕
置
例
書
』
八
（
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
二
百
三
十
四
「
評
定
所
公
事
地
改
差
遣
候
出
入
、
請
証
文
等
内
座
ニ
て
留
役
読
相
談
書
ニ
不
及
事
」
に
も
「
論
所
取
扱
規

則
」
と
同
旨
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、「
評
定
所
公
事
地
改
差
遣
候
出
入
」
に
つ
い
て
は
、「
評
議
物
簡
易
之
手
続
ニ
準
じ
」、
今

後
は
「
相
談
書
」
に
は
及
ば
ず
、
請
証
文
を
留
役
に
読
ま
せ
て
は
ど
う
か
と
い
う
寺
社
奉
行
の
提
案
が
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
六
月
二
一
日
、

評
定
所
一
座
に
承
認
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
両
文
書
は
実
質
的
に
同
じ
事
象
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
杉
本
氏
が
指
摘
さ

れ
た
よ
う
に
、「
諸
書
類
簡
略
化
」
政
策
は
寛
政
九
年
六
月
二
一
日
の
時
点
で
既
に
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
政
策
の
始
期
は
定
か

で
は
な
い
が
、
寛
政
五
年
三
月
三
日
、
老
中
松
平
伊
豆
守
（
定
信
）
が
、「
諸
向
よ
り
提
出
さ
れ
た
御
仕
置
等
の
伺
書
を
〔
老
中
よ
り
〕
評
定
所

一
座
へ
評
議
の
た
め
下
げ
渡
し
た
際
、〔
評
定
所
よ
り
伺
書
提
出
者
に
〕
掛
合
わ
な
い
と
内
容
が
分
か
り
づ
ら
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、〔
従
来
は

書
面
で
老
中
に
〕
伺
っ
て
来
た
が
、
今
後
は
伺
書
の
銘
書
だ
け
を
書
い
て
提
出
し
、〔
伺
書
提
出
者
へ
の
〕
懸
合
の
件
は
口
頭
で
申
上
げ
る
よ
う

に
」、
と
評
定
所
へ
指
示
し
た
こ
と
は
、「
諸
書
類
簡
略
化
」
政
策
の
一
環
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
松
平
定
信
の
こ
の
指
示
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
翌
年
の
二
月
、
老
中
太
田
備
中
守
（
資
愛
）
が
「
御
仕
置
も
の
等
評
議
之
趣
申
上
方
簡
易
取
計
之
事
」
に
つ
き
評
定
所
一
座

に
通
知
し
、
評
定
所
一
座
よ
り
そ
の
趣
旨
に
添
っ
た
具
体
策
を
上
申
し
た
と
こ
ろ
、
同
月
二
四
日
、
太
田
備
中
守
は
そ
の
通
り
取
計
ら
う
よ
う
に

と
指
示
し
て
い
る
（
以
上
、「
評
定
所
格
例
」（『
古
事
類
苑
』
法
律
部
三
、
六
五
〇
、
六
五
一
頁
））。
こ
れ
も
「
諸
書
類
簡
略
化
」
政
策
の
一
環

と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
本
文
で
述
べ
た
寛
政
三
年
の
同
役
奉
行
た
ち
へ
の
「
相
談
」（「
相
談
書
」）
の
省
略
も
、
こ
う
し
た
「
諸
書
類
簡
略
化
」
政

策
の
展
開
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
（（
） 

寛
政
期
の
文
書
管
理
改
革
に
つ
い
て
は
、
杉
本
・
註（
（1
）『
近
世
政
治
空
間
論　

裁
き
・
公
・「
日
本
」』
一
三
九
、
一
五
〇
頁
、
高
橋
実

「
幕
藩
政
文
書
管
理
史
研
究
と
本
書
の
構
成
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
幕
藩
政
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
総
合
的
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
、

七
～
一
一
頁
）、
山
本
英
貴
『
江
戸
幕
府
大
目
付
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
、
七
二
頁
）
を
参
照
。



立
命
館
法
学 

二
〇
二
五
年
一
号
（
四
一
九
号
）

四
六

（
（（
） 

寛
政
期
の
公
文
書
政
策
に
つ
い
て
は
、
大
石
学
「
享
保
改
革
の
歴
史
的
位
置
」（
藤
田
寛
『
幕
藩
制
改
革
の
展
開
』
山
川
出
版
、
二
〇
〇
一

年
、
四
三
～
四
六
頁
）
を
参
照
。
な
お
、
こ
こ
で
は
「
諸
書
類
簡
略
化
」
政
策
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
（（
） 
〔
史
料
７
〕
第
四
条
参
照
。
な
お
、
平
松
・
註（
５
）『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
八
四
二
頁
を
も
参
照
。

（
（（
） 

訴
訟
遅
延
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
平
祐
一
『
近
世
の
非
合
法
的
訴
訟
』
創
文
社
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
。

（
（（
） 

江
戸
滞
在
費
用
の
増
大
、
審
理
促
進
の
た
め
の
奉
行
所
へ
の
賄
賂
と
そ
の
取
り
持
ち
・
接
待
問
題
等
を
詳
細
に
描
き
出
し
た
も
の
と
し
て
、

高
橋
敏
『
江
戸
の
訴
訟
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
が
あ
る
。
ま
た
、
訴
訟
遅
延
に
よ
る
在
牢
者
の
増
加
、
病
死
者
の
増
加
に
つ
い
て
、
天
保
一

一
年
（
一
八
四
〇
）、
老
中
脇
坂
中
務
大
輔
（
安
董
）
は
三
奉
行
に
対
し
、「
公
事
吟
味
物
手
間
取
不
申
様
、
度
々
相
達
候
様
（
趣
）カ

有
之
候
処
、
近
来

久
々
在
牢
の
も
の
多
く
有
之
候
」、「
日
数
相
掛
候
て
は
病
死
等
も
多
相
成
」、
関
係
者
も
難
儀
す
る
の
で
、
な
る
べ
く
手
間
取
ら
ぬ
よ
う
に
す
べ

し
、
と
申
渡
し
て
い
る
（『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
五
巻
、
四
八
一
四
号
（
三
七
一
、
三
七
二
頁
））。
在
牢
中
の
死
者
の
多
さ
に
つ
い
て
は
、
文

化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
の
著
作
と
言
わ
れ
る
武
陽
隠
士
の
『
世
事
見
聞
録
』
七
の
巻
「
非
命
に
死
せ
る
者
の
事
」
に
、「
享
保
の
頃
ま
で
は
牢

死
人
は
至
っ
て
ま
れ
な
る
事
に
て
あ
り
し
と
見
ゆ
。
今
は
制
外
と
な
り
て
数
千
人
に
及
ぶ
な
り
」
と
あ
る
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
第
四
刷
、

四
三
九
頁
）。
こ
の
数
字
が
正
確
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
か
な
り
の
数
の
牢
死
者
が
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
な
か
に
は
長

期
在
牢
に
よ
る
病
死
者
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
大
坂
町
奉
行
所
の
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）、
同
四
年
、

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）、
同
二
年
、
同
三
年
の
牢
死
者
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
二
人
、
四
一
五
人
、
四
一
二
人
、
三
七
七
人
、
二
一
五
人
で
あ
っ

た
。（
藤
原
有
和
「
大
坂
町
奉
行
所
の
刑
事
判
例
（
五
）

―
大
坂
城
代
土
屋
氏
御
用
留
に
よ
る

―
」（
関
西
大
学
『
人
権
問
題
研
究
室
紀
要
』

第
六
一
号
、
二
〇
一
一
年
、
七
六
頁
））。
こ
の
な
か
に
も
長
期
在
牢
に
よ
る
死
者
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
（（
） 

大
平
・
註（
11
）『
近
世
の
非
合
法
的
訴
訟
』
一
五
〇
～
一
七
一
頁
。

（
（（
） 

訴
訟
の
長
期
化
の
一
因
と
し
て
、
服
藤
弘
司
は
「
幕
府
の
相
対
解
決
主
義
」
を
あ
げ
て
い
る
（
服
藤
「
近
世
後
期
の
民
事
裁
判
と
『
公
事
師
』

の
跳
梁
」（
大
竹
英
男
・
服
藤
弘
司
編
『
幕
藩
国
家
の
法
と
支
配
』
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
、
三
五
九
頁
））。

〔
付
記
〕 

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号
二
〇
Ｋ
〇
一
二
四
九
）
に
も
と
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


